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PICK UP POINTS 本誌は以下の場所で無料で配布してます。

榕錦時光生活園區 /  
榕錦時光生活園区

☎ (02) 2321-8896
〒 台北市金華街 167 号

Rongjin Gorgeous Time

台北市政府觀光傳播局 /  
台北市観光伝播局

☎ (02)2720-8889 / 1999 内線 7564 
〒 台北市市府路 1 号 4 階

Department of Information and  
Tourism, Taipei City Government

台北記憶倉庫 / 台北記憶倉庫

☎ (02)2371-4597 
〒 台北市忠孝西路 1 段 265 号

Taipei Info Hub

台北市孔廟 / 台北市孔廟

☎ (02)2592-3934 
〒 台北市大龍街 275 号

Taipei Confucius Temple

台北市立圖書館 / 台北市立図書館
Taipei Public Library (Main & branches)

金石堂書店 / 金石堂書店
Kingstone Bookstore

誠品書店 / 誠品書店
eslite Bookstore

MRT 各駅
All Stations of MRT Lines 

台北市旅遊服務中心 /  
台北市観光案内所
Visitor Information Centers in Taipei

台北松山機場 / 台北松山空港

☎ (02)8770-3430
〒 台北市敦化北路 340-9 号

Taipei Songshan Airport

國語日報語文中心 / 
国語日報語学センター

☎ (02)2341-8821 
〒 台北市福州街 2 号 2 階

Mandarin Daily News  
(Language Center) 

☎ (02)2378-6666 内線 6666
〒 台北市敦化南路 2 段 203 号 

遠企購物中心 / 
遠企ショッピングセンター
Taipei Metro the Mall

美國在台協會 / アメリカ在台湾協会
American Institute in Taiwan
☎ (02)2162-2000
〒 台北市金湖路 100 号 

松山車站 / 松山駅
Songshan Station
☎ (02)2767-3819
〒 台北市松山路 11 号

南港車站 / 南港駅
Nangang Station
☎ (02)2783-8645
〒 台北市南港路 1 段 313 号

台北美國學校 / 台北アメリカンスクール

☎ (02)2873-9900 
〒 台北市中山北路 6 段 800 号 

Taipei American School
士林官邸 / 士林官邸

☎ (02)2883-6340
〒 台北市福林路 60 号

Chiang Kai-shek  
Shilin Residence 

國立國父紀念館 / 国立国父紀念館

☎ (02)2758-8008
〒 台北市仁愛路 4 段 505 号

National Dr. Sun Yat-sen 
Memorial Hall

台北市政府秘書處市民服務組 /  
台北市役所秘書処市民サービスカウンター 

☎ (02)2720-8889 / 1999 内線 1011 
〒 台北市市府路 1 号 

Information and Assistance Division, 
Secretariat, Taipei City Government

台北之家 / 台北之家

☎ (02)2511-7786
〒 台北市中山北路 2 段 18 号 

Taipei Film House

新富町文化市場 / 新富町文化市場

☎ (02)2308-1092
〒 台北市三水街 70 号

U-mkt (Xinfu Market)

交通部觀光署旅遊服務中心 /  
交通部観光署トラベルサービスセンター

☎ (02)2717-3737 
〒 台北市敦化北路 240 号 

Travel Service Center, Tourism 
Administration, MOTC

〒 台北市汀州路 3 段 230 巷 14 弄 2 号

寶藏巖國際藝術村 / 宝蔵巖国際芸術村

☎ (02)2364-5313 
Treasure Hill Artist Village

市長官邸藝文沙龍 / 
市長官邸アートサロン

☎ (02)2396-8198
〒 台北市徐州路 46 号

Mayor’s Residence Arts Salon

台北當代藝術館 / 台北当代芸術館 

☎ (02)2552-3721
〒 台北市長安西路 39 号

Museum of Contemporary Art 
(MoCA), Taipei

國立中正紀念堂 / 国立中正紀念堂

☎ (02)2343-1100 
〒 台北市中山南路 21 号 

National Chiang Kai-shek  
Memorial Hall 

台湾桃園国際空港第二ターミナル 到着 
ロビーのトラベルサービスセンター 

☎ (03)398-3341 
〒 桃園市航站南路 9 号 

Tourist Service Center at Arrival Lobby, 
Taiwan Taoyuan International Airport 
Terminal 2

台湾桃園国際空港第一ターミナル 到着 
ロビーのトラベルサービスセンター 

☎ (03)398-2194 
〒 桃園市航站南路 15 号 

Tourist Service Center at Arrival Lobby, 
Taiwan Taoyuan International Airport 
Terminal 1

☎ (02)2382-2566 
〒 台北市襄陽路 2 号

國立台湾博物館 / 国立台湾博物館
National Taiwan Museum 

華山 1914 文化創意產業園區 /
華山 1914 文化クリエイティブパーク

☎ (02)2358-1914 
〒 台北市八德路 1 段 1 号

Huashan 1914 Creative Park 

松山文創園區 /  
松山文化クリエイティブパーク

☎ (02)2765-1388  
〒 台北市光復南路 133 号

Songshan Cultural and  
Creative Park 



EDITOR’S INTRODUCTION  
編集者の言葉

 

台北に華やかな季節が到来
台北の冬はクリスマス、大晦日、旧正月に向けてお祭りムードが溢れる季
節です。この 2ヶ月ほどは心躍る楽しいイベントが私たちの心を温めてくれ
ます。

台北で華やかな街と言えばやはり西門町。『タイムアウト』誌が発表した「世
界で最もクールな街 51選」の 1つでもある西門町は、旅行客には見逃せ
ないスポットです。本号のカバーストーリーでは、伝統とモダンが見事に融
合した西門町の魅力をさらに掘り下げてご紹介します 2024ランダンフェス
ティバルはここで開催される予定です。

台北市民と観光客にとっての「心地良さ」と言えば、冬の風物詩とも言える
北投区の温泉でゆっくりと温まることです。市の中心部から 30分ほどの位
置にある北投区では、豊かな緑と歴史的スポットに囲まれた、スタイルや
価格帯が異なる様々な温泉が楽しめます。

そして「温かさ」で思い浮かぶのが、台湾の各地域から家族が集まる旧暦
の大晦日の夕食です。台湾の歴史と料理の真髄が詰まったこの夕食は、台
湾の食文化とそこに込められた意味を知るのに最適な場と言えます。

台北の日常を味わうのであれば、地元の食品市場を回ってみるのもおすす
めです。南門市場、士東市場、新富市場では新鮮な食材からシンプルな昼
食までローカルの味が体験できますし、面白い商品も販売しております。

世界中の食を楽しめることも台北の大きな魅力の一つです。インドネシア、
マレーシア、中東、中国、インドのハラル料理など国際色豊かな料理が溢れ
ています。本号では特にハラル料理に注目し、台北にあるムスリムフレンド
リーで垂涎のレストランを紹介しています。

旧正月の間、台湾の人々は寺院を訪れ穏やかで幸運に満ちた新年を願いま
すが、その中でも金運向上は多くの人が祈るお願いごとの一つです。金運
に関する神様と祀った寺院は色々があって、参拝することも台湾への理解
を深める体験となるでしょう。

文学の伝統という視点では、本号で紹介する先進的な書店とそのコンセプ
トを知ることで、「読書の町」として知られる台北の書店の多様な一面を知
ることができます。

台北では、政府と非政府組織とも動物の権利を重んじるために努力してい
ます。非営利団体 ACTの活動を通して、市民の動物に対する深い愛情を知る
ことができます。同時に、人形劇の研究者として活躍するロビン・ルイゼンダ
ール博士のインタビューからは、人形劇文化の奥深さを学べるでしょう。

ぜひ本誌を読んで、台北の歴史や地元の知恵を学び、華やかな季節を楽し
んでください。少し早いですが、皆さまどうぞ良いお年をお迎えください！

台北オンラインアンケートに�えて、
抽��くじで賞品をゲットしよう！
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西
門
町
は
台
北
駅
近
く
に
位
置
す
る

賑
や
か
で
カ
ラ
フ
ル
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

エ
リ
ア
で
す
︒
M
R
T
空
港
線
で
台
北

駅
へ
到
着
し
た
後
は
︑
流
行
と
伝
統
が

融
合
し
た
独
特
な
雰
囲
気
の
西
門
町
ま

で
1
駅
で
す
︒

こ
の
エ
リ
ア
は
台
北
の
渋
谷
︑
原
宿
︑

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
な
ど
複
数
の
異
名
が

あ
り
︑
そ
れ
ら
が
示
す
通
り
様
々
な
お
店

や
文
化
が
入
り
混
じ
っ
て
い
ま
す
︒
流
行

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
︑

日
本
や
韓
国
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
専
門

店
︑
デ
パ
ー
ト
︑
タ
ト
ゥ
ー
ス
タ
ジ
オ
︑

夜
市
︑
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
︑
シ

ネ
マ
ス
ト
リ
ー
ト
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
︑
台

湾
の
若
者
に
人
気
の
タ
ピ
オ
カ
ミ
ル
ク
テ

ィ
ー
を
販
売
す
る
ド
リ
ン
ク
ス
タ
ン
ド
︑

焼
肉
︑
回
転
寿
司
︑
お
土
産
屋
も
あ
り

ま
す
︒
2
0
2
2
年
11
月
︑
西
門
町
は

﹃
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
﹄
誌
が
選
ぶ
︑
世
界

で
最
も
ク
ー
ル
な
51
の
ス
ポ
ッ
ト
の
1

つ
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
︒
し
か
し
︑

西
門
町
の
魅
力
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
︒

1

西
門
町
は
︑
日
本
時
代
に
文
字
通
り

﹁
西
門
﹂
の
す
ぐ
外
側
に
位
置
し
て
い

た
こ
と
が
そ
の
名
の
由
来
で
あ
り
︑
周

囲
に
は
中
華
路
︑
康
定
路
︑
成
都
路
︑

漢
口
街
と
い
っ
た
通
り
が
あ
り
ま
す
︒

1
9
3
0
年
代
に
誕
生
し
た
こ
の
町

に
は
︑
か
つ
て
映
画
館
が
多
数
あ
り
︑

1
9
8
0
年
に
台
北
の
東
区
に
そ
の
地

位
を
譲
る
ま
で
︑
台
湾
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
中
心

地
だ
っ
た
の
で
す
︒

1
9
9
0
年
代
に
M
R
T
の
板
南

線
が
完
成
し
︑
歩
行
者
天
国
が
整
備

さ
れ
る
と
︑
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ラ

イ
ブ
︑
サ
イ
ン
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
︑

再
び
人
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
︒
例
え
ば
︑
﹃Cosplay

決
戦
西
門

町
﹄
は
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
に
は
お
な
じ

み
の
イ
ベ
ン
ト
で
︑
コ
ス
プ
レ
を
し

た
多
く
の
人
た
ち
が
こ
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
い
ま
す
︒
10
周
年
を
迎

え
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
︑
地
元
の
み

な
ら
ず
ア
ジ
ア
各
国
の
人
々
を
も
魅

了
し
て
い
ま
す
︒　

西
門
町
：
伝
統
と
流
行

が
行
き
交
う

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
聖
地

� 

�
儀
�
�
�
�
�
林
�
俐
�
許
育
華
�
�
友
�
　

�
� 

下
山
�
�

�
� 

黄
�
�
�
陳
�
�
�
台
北
市
観
光
伝
播
局
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流
行
の
最
先
端

モ
ダ
ン
で
前
衛
的
な
取
り
組
み
が
常

に
行
わ
れ
て
い
る
西
門
町
は
若
者
だ
け

で
な
く
︑
観
光
客
に
も
人
気
の
ス
ポ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

流
行
が
日
々
移
り
変
わ
る
西
門
町

に
は
︑
日
本
の
ユ
ニ
ク
ロ
や
ア
メ
リ

カ
の
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
ブ
ラ
ン
ド
の

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
な
ど
︑
世
界
各
国
の

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
が

次
々
に
出
店
し
て
い
ま
す
︒
ド
ン
・
キ

ホ
ー
テ
の
海
外
ブ
ラ
ン
ド
︑D

O
N

 D
O

N
 

D
O

N
KI 

西
門
店
は
︑
2
0
2
1
年
に
オ

ー
プ
ン
し
た
同
チ
ェ
ー
ン
の
台
湾
一

号
店
で
︑
24
時
間
営
業
し
て
い
ま
す
︒

こ
れ
ら
の
小
売
店
は
品
揃
え
が
豊
富

で
︑
楽
し
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
体
験
を

提
供
し
て
く
れ
ま
す
︒

こ
れ
だ
け
で
な
く
︑
大
衆
文
化
を

代
表
す
る
ス
ポ
ッ
ト
も
数
多
く
あ
り

ま
す
︒

�
ア
ー
ト

ア
メ
リ
カ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
し
て
有

名
な
昆
明
街
96
巷
で
は
︑
ア
メ
リ
カ
の

ア
パ
レ
ル
シ
ョ
ッ
プ
や
古
着
屋
が
数

多
く
並
ん
で
い
る
ほ
か
︑
﹃
ス
ー
サ
イ

ド
・
ス
ク
ワ
ッ
ド
﹄
な
ど
映
画
や
ア
ニ

メ
︑
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
題
材
と
し

た
目
を
引
く
ス
ト
リ
ー
ト
ア
ー
ト
が
描

か
れ
て
い
ま
す
︒
台
北
の
ス
ト
リ
ー
ト

カ
ル
チ
ャ
ー
の
縮
図
と
も
言
え
る
こ
の

場
所
は
︑
現
在
で
は
人
気
の
撮
影
ス
ポ

ッ
ト
に
な
り
︑
多
く
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

シ
ン
ガ
ー
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ク
リ
ッ
プ

な
ど
に
登
場
し
ま
す
︒
さ
ら
に
︑
武
昌

街
二
段
120
巷
や
峨
�
街
103
巷
の
ス
ト
リ

ー
ト
ア
ー
ト
も
必
見
で
す
︒

1. 西門町は、クールな魅力で知ら
れる台北の活気に満ちたショッピ
ング街です。（写真・黃志偉）│
2. アメリカンストリートを散策し
て、ストリートアートとそこから
伝わる最先端の文化を楽しみまし
ょう。（写真・黃志偉）
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タ
ト
ゥ
ー

西
門
町
で
唯
一
屋
根
が
つ
い
て
い
る

漢
中
街
50
巷
の
通
り
に
は
︑
ピ
ア
ス
と

タ
ト
ゥ
ー
の
お
店
が
並
ん
で
い
ま
す
︒

こ
こ
最
近
で
は
︑
ス
ク
ー
タ
ー
や
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
ペ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
も
展
開

し
て
い
て
︑
個
性
の
表
現
の
幅
が
広
が

っ
て
い
ま
す
︒

�
�西

門
町
に
は
シ
ネ
マ
ス
ト
リ
ー
ト
と

呼
ば
れ
る
通
り
が
あ
り
ま
す
︒
元
々
は

1
9
3
5
年
に
日
本
が
主
催
し
た
台
湾

博
覧
会
が
き
っ
か
け
と
な
り
︑
4
つ
の

壮
大
な
劇
場
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
︒
今

は
な
い
中
華
市
場
市
集
は
1
9
6
1

年
の
落
成
以
降
︑
西
門
町
と
他
の
地
域

を
結
び
つ
け
て
い
ま
し
た
︒
そ
の
後
︑

経
済
発
展
に
伴
い
武
昌
街
に
は
次
々
と

劇
場
が
出
現
︒
そ
れ
ら
は
す
で
に
廃
館

と
な
っ
て
い
ま
す
が
︑
現
在
で
はLU

X 

CIN
EM

A

︑in89 CIN
EM

AX

︑SH
IN

 KO
N

G 

CIN
EM

AS

と
い
っ
た
施
設
が
︑
シ
ネ
マ

3. 万年ビルには様々なトレンド商品が並び、その外観はインフルエンサーのインス
タグラム撮影の背景としても人気です。（写真・黃志偉）

ス
ト
リ
ー
ト
の
雰
囲
気
を
保
ち
続
け
て

い
ま
す
︒

�
行
の
発
�
基
�

1
9
9
0
年
代
に
な
る
と
若
者
は

日
本
の
雑
誌
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
︑
ア
メ
リ

カ
︑
香
港
な
ど
海
外
ス
タ
ー
の
ポ
ス
タ

ー
を
目
当
て
に
西
寧
南
路
に
位
置
す
る

萬
年
商
業
ビ
ル
に
や
っ
て
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
︒
こ
こ
は
台
北
の
人
た
ち

に
と
っ
て
︑
若
か
り
し
頃
の
思
い
出
が

詰
ま
っ
た
場
所
で
す
︒
現
在
で
は
ス
ニ

ー
カ
ー
や
時
計
︑
ゲ
ー
ム
︑
お
も
ち
ゃ

な
ど
販
売
し
て
い
ま
す
︒

特
に
ス
ニ
ー
カ
ー
が
好
き
な
人
に
は

お
す
す
め
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
︒
各
ブ
ラ
ン

ド
の
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
ス
ト
ア
が
多
く
並
ん

で
い
る
ほ
か
︑
限
定
版
の
ス
ニ
ー
カ
ー
も

販
売
し
て
い
て
︑
特
に
コ
ン
バ
ー
ス
の
ス

ニ
ー
カ
ー
は
種
類
が
豊
富
で
す
︒

他
に
も
ス
ケ
ー
タ
ー
や
コ
ス
プ
レ
イ

ヤ
ー
︑
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
︑
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

ン
サ
ー
な
ど
多
く
の
人
た
ち
が
西
門
町

で
自
身
の
個
性
を
発
揮
し
て
い
ま
す
︒

3
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4. 西門紅楼は西門町の人気スポットであり、LGBT+向けのバーが多く集まる場所でもあります。（写真・台北市観光��局）

に
悩
む
彼
ら
の
心
を
癒
や
し
ま
し
た
︒

1
9
6
3
年
以
降
は
︑
白
黒
の
武
侠
映

画
︑
洋
画
の
セ
カ
ン
ド
ラ
ン
︑
台
湾
の

時
代
劇
映
画
な
ど
が
紅
楼
戱
院
で
上
映

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

し
か
し
︑
2
0
0
0
年
に
紅
楼
に
隣

接
し
て
い
た
十
字
楼
と
南
北
の
広
場
が

火
災
で
焼
失
︒
そ
の
後
︑
復
旧
作
業
が

行
わ
れ
紅
楼
の
新
た
な
歴
史
が
幕
を
開

け
ま
し
た
︒
現
在
の
紅
楼
は
︑
文
化
や

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
中
心
地
で
あ
り
︑

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
展
示
ス
ペ
ー
ス
な

ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
︒

八
角
楼
の
2
階
に
は
映
画
館
︑
中
央

に
は
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
︑
そ
の
名

の
通
り
十
字
架
の
形
を
し
た
十
字
楼
に

は
16
個
の
工
房
と
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
﹁
河

岸
留
言
﹂
な
ど
が
あ
り
ま
す
︒
ま
た
︑

北
広
場
に
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
た
め
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
︑
南
広
場
に
は
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
や
世
界
的
に
有
名
な
ゲ
イ
バ
ー

が
軒
を
連
ね
て
お
り
︑
台
北
のLG

BT+

4

伝
統
と
モ
ダ
ン
の 

調
和

西
門
町
は
日
本
時
代
以
降
︑
最
も

栄
え
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
エ
リ
ア
で
す
︒

流
行
を
象
徴
す
る
町
並
み
の
至
る
と

こ
ろ
で
台
北
の
歴
史
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
︑
新
旧
が
融
合
し
た
独
自
の

多
層
的
な
魅
力
を
形
成
し
て
い
ま
す
︒

�
門
�
�

1
9
0
8
年
に
建
て
ら
れ
た
西
門
紅

楼
は
西
門
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の1

つ

で
す
︒
こ
こ
は
政
府
が
建
設
し
た
台
湾

初
の
公
設
市
場
で
あ
り
︑
最
も
保
存
状

態
の
良
い
市
の
記
念
物
の
 1
つ
で
も
あ

り
ま
す
︒

全
盛
期
に
紅
楼
で
行
わ
れ
た
京
劇
や

中
国
の
伝
統
話
芸
の
相
声
︑
演
劇
な
ど

の
公
演
は
︑
国
共
内
戦
で
敗
れ
た
国

民
党
が
台
湾
に
や
っ
て
来
た
後
に
急
増

し
た
移
民
に
愛
さ
れ
︑
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
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西
本
願
寺
広
場
に
入
る
と
︑
小
高
い

丘
の
上
に
立
つ
鐘
楼
が
ま
ず
目
に
映

り
ま
す
︒
そ
の
向
か
い
に
は
本
格
的

な
日
本
式
建
築
で
建
て
ら
れ
た
住
職

の
宿
舎
が
あ
り
ま
す
︒
宿
舎
の
復
元

後
は
︑
文
化
的
・
歴
史
的
な
展
覧
会

が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
︑

日
本
の
歴
史
の
趣
を
味
わ
え
る
優
雅

な
茶
室
﹁
八
拾
捌
茶
輪
番
所
﹂
も
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
︒

歴
史
あ
る
飲
食
店

1
世
紀
に
わ
た
る
豊
か
な
歴
史
を
持

つ
西
門
町
で
は
︑
文
化
の
融
合
と
社
会

発
展
の
様
子
を
見
守
っ
て
き
た
歴
史
あ

る
飲
食
店
が
軒
を
連
ね
て
い
ま
す
︒

お
店
の
外
観
が
歴
史
を
感
じ
さ
せ

る
蜂
大
咖
啡
は
︑
日
本
人
に
よ
っ
て

台
湾
に
伝
わ
っ
た
サ
イ
フ
ォ
ン
で
抽

出
し
た
マ
ン
デ
リ
ン
コ
ー
ヒ
ー
を
提

供
し
て
い
る
ほ
か
︑
デ
ザ
ー
ト
に
は

フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
象
徴
と
し
て
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
︒

周
辺
エ
リ
ア
も
活
気
に
あ
ふ
れ
︑
芸

術
品
や
工
芸
品
の
市
場
︑
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
︑
屋
外
ダ
イ
ニ
ン
グ
や
バ
ー
な
ど
人

気
の
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
︒
そ
ん
な
見
ど
こ
ろ
の
豊
富
な
紅
楼

は
︑
M
R
T
西
門
駅
6
番
出
口
を
出

て
す
ぐ
左
側
に
あ
り
ま
す
︒

�
�
�
�
�

1
7
4
6
年
に
建
て
ら
れ
た
西
門
の

台
北
天
后
宮
に
は
�
祖
が
祀
ら
れ
て
い

ま
す
︒
成
都
路
に
あ
る
こ
の
寺
院
は
︑

そ
の
規
模
や
立
地
の
関
係
上
︑
通
り

か
ら
は
見
え
に
く
い
位
置
に
あ
り
ま
す

が
︑
一
歩
寺
院
の
中
に
足
を
踏
み
入
れ

る
と
︑
多
く
の
参
拝
者
で
溢
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
︒

こ
の
寺
院
は
海
を
渡
っ
て
や
っ
て
き

た
移
民
た
ち
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も

の
で
︑
将
来
の
不
安
を
抱
え
て
い
た
彼

ら
は
線
香
や
神
像
を
持
っ
て
航
海
に
臨

み
ま
し
た
︒
無
事
︑
台
湾
に
到
着
し
た

あ
と
は
�
祖
の
加
護
に
感
謝
し
て
寺
院

を
建
て
︑
徐
々
に
参
拝
者
が
増
え
て
い

き
ま
し
た
︒
そ
の
後
︑
取
り
壊
し
や
移

築
︑
火
事
に
よ
る
焼
失
を
経
て
︑
現
在

の
姿
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
︒
寺
院
の
中

に
安
置
さ
れ
た
貴
重
な
媽
祖
像
は
︑

2
0
0
年
も
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
︒

�
�
願
�

中
華
路
に
位
置
す
る
西
本
願
寺

は
︑
か
つ
て
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
台

湾
別
院
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
︒
建

設
さ
れ
た
日
本
時
代
に
は
台
湾
最
大

の
日
本
式
仏
教
寺
院
で
し
た
が
︑

1
9
7
5
年
の
火
災
で
寺
院
は
焼

失
︒
そ
の
後
︑
台
北
市
政
府
に
よ
っ

て
参
道
︑
輪
番
所
︑
鐘
楼
︑
修
身
堂

が
修
復
さ
れ
︑
歴
史
的
な
風
格
を
保

っ
た
ま
ま
新
し
い
姿
へ
と
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
︒

6 5
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西
洋
風
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
で
は
な
く
︑

緑
豆
餅
の
よ
う
な
伝
統
的
な
地
元
の

お
菓
子
を
組
み
合
わ
せ
て
い
ま
す
︒

戦
後
︑
ア
ジ
ア
四
小
龍
の
中
で
最
初

に
好
景
気
が
訪
れ
た
香
港
は
︑
香
港
式

飲
茶
の
人
気
で
台
湾
に
影
響
を
与
え
ま

し
た
︒
か
つ
て
は
一
等
地
だ
っ
た
獅
子

林
商
業
大
楼
の
10
階
に
あ
る
金
獅
楼
も

そ
の
一
つ
で
︑
古
め
か
し
い
内
装
を
保

ち
︑
さ
ら
に
店
員
が
カ
ー
ト
を
引
く
と

い
う
現
代
の
香
港
で
も
珍
し
い
光
景
が

見
ら
れ
ま
す
︒

1
9
4
6
年
に
創
業
し
︑
現
在
3
代

目
が
経
営
す
る
美
観
園
で
は
︑
台
湾
風
に

ア
レ
ン
ジ
し
た
日
本
料
理
を
提
供
し
て
い

ま
す
︒
懐
石
料
理
の
よ
う
な
繊
細
な
ア
ー

ト
と
は
違
い
︑
し
っ
か
り
と
し
た
味
わ
い

で
胃
袋
を
つ
か
む
︑
独
特
な
ス
タ
イ
ル
の

日
本
料
理
を
提
供
し
て
い
ま
す
︒

70
年
前
︑
鉄
道
が
西
門
各
地
に
敷
か

れ
る
よ
う
に
な
る
と
︑
中
国
大
陸
か
ら

移
り
住
ん
だ
人
た
ち
は
線
路
沿
い
に
露

店
を
構
え
ま
し
た
︒
そ
の
大
半
は
中
国

本
土
の
濃
厚
な
風
味
が
漂
う
お
店
で
︑

台
北
の
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
に
新
た
な
味

覚
を
加
え
ま
し
た
︒
70
年
以
上
続
く
老

山
東
牛
肉
麺
は
台
北
で
人
気
の
お
店

で
す
︒
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の
牛
肉

は
︑
お
腹
を
満
た
し
つ
つ
地
元
な
ら
で

は
の
素
朴
な
味
が
体
験
で
き
ま
す
︒

こ
れ
ら
の
老
舗
は
︑
時
代
を
超
え
て

変
わ
ら
ぬ
味
を
提
供
す
る
だ
け
で
な

く
︑
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
続
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
︑
常
連
客

が
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
通
い
続
け
て

い
る
の
で
す
︒

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー

の
足
跡
を
追
う

若
者
の
西
門
町
の
楽
し
み
方
は
様
々

で
す
が
︑
特
に
S
N
S
映
え
す
る
写

真
の
撮
影
が
人
気
で
す
︒
例
え
ば
︑
西

本
願
寺
を
訪
れ
る
と
日
本
旅
行
を
し
た

よ
う
な
写
真
が
︑
中
山
堂
の
長
い
廊
下

5.  台北の天后宮は繁華な成都路に位置し、赤い家
からはそれほど遠くありません。（写真・黃志偉）
│ 6. 西本願寺は魅力的な写真を撮るのに最適なス
ポットです。（写真・台北市観光��局）│ 7. 蜂
大咖啡ではコーヒーに合う伝統的な朝食と、様々
な文化の味わいが入り混じった美味しい料理を提
供しています。（写真・黃志偉）7

だ
と
古
い
映
画
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
あ

る
写
真
が
撮
れ
ま
す
︒

シ
ネ
マ
ス
ト
リ
ー
ト
も
ア
メ
リ
カ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
も
︑
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
写
真
撮
影
に
は
も
っ
て
こ
い
の

場
所
で
す
︒
し
か
し
︑
西
門
町
の
最

も
代
表
的
な
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
ば
︑

M
R
T
西
門
駅
6
番
出
口
の
通
り
に
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�門�の 6��口に��されたレインボーの�観は、この�が多様で�括的な場�であることの�徴です�
（写真・台北市観光伝播局）
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描
か
れ
た
巨
大
な
虹
﹁
6
号
彩
虹
﹂

で
し
ょ
う
︒
2
0
1
9
年
5
月
︑
台

湾
は
ア
ジ
ア
初
の
同
性
婚
合
法
化
を

実
現
し
︑
同
年
9
月
に
6
号
彩
虹
は

誕
生
し
ま
し
た
︒
台
北
のLG

BT+

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
男
女
平
等
支
援
の
象

徴
で
あ
り
︑
そ
れ
以
来
︑
台
北
で
最

も
人
気
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
︒

 

意
外
な
ス
ポ
ッ
ト
と
い
う
意
味
で

は
︑
洛
陽
駐
車
場
の
屋
上
も
話
題
と

な
り
ま
し
た
︒
こ
こ
は
何
の
変
哲
も

な
い
駐
車
場
で
す
が
︑
カ
メ
ラ
の
レ

ン
ズ
を
通
す
こ
と
で
独
特
な
雰
囲
気

を
持
っ
た
写
真
が
撮
れ
る
の
で
す
︒

周
囲
の
建
物
の
幾
何
学
的
な
ラ
イ
ン
︑

時
代
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
る
看
板
や

手
す
り
は
︑
写
真
撮
影
用
の
整
っ
た

背
景
と
は
違
い
︑
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク

な
香
港
の
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
す
︒

西
門
町
の
写
真
関
連
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
で
も
う
一
つ
人
気
な
の
が
︑

8

8. 韓国式のプリクラを撮影する様子。友達同士で着飾り、思い出の一枚を撮っています。（写真・陳稚宜）

韓
国
式
プ
リ
ク
ラ
で
す
︒
こ
の
エ
リ

ア
に
は
様
々
な
種
類
の
筐
体
が
設
置

さ
れ
て
お
り
︑
若
者
が
グ
ル
ー
プ
で

写
真
撮
影
を
楽
し
み
ま
す
︒

西
門PLAY

楽
購
町

西
門
町
は
常
に
活
気
に
満
ち
て
い

ま
す
が
︑
ク
リ
ス
マ
ス
と
新
年
は
盛

大
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
す
︒
毎

年
12
月
1
日
か
ら
31
日
ま
で
︑
台
北

市
政
府
は
地
元
企
業
の
協
賛
で
﹁
西

門PLAY

楽
購
町
﹂
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
︒
西
門
町
の
い

た
る
と
こ
ろ
に
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
が
設
置
さ
れ
︑
来
場
者
は
自

由
に
写
真
を
撮
っ
た
り
S
N
S
に
ア

ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
喜
び
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
︒

ポ
ッ
プ
シ
ン
ガ
ー
や
ア
イ
ド
ル
が

ゲ
ス
ト
で
招
か
れ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
︑
存
分
に
お
祭
り
気
分
を
満
喫
で

き
ま
す
︒
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10

9. 2022年の台北ランタンフェスティバルで披露された作品で、
テーマは『自然を探索するランタン』、製作者はオランダのア
ーティスト Karin Janssen。（写真・台北市観光��局）│ 10. 台
北ランタンフェスティバルは���員で楽しむのに��です�
（写真・台北市観光��局）9

台
北
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
2
4
年
の
台
北
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
西
門
地
区
が
会
場
と
な

っ
て
い
ま
す
︒
展
示
エ
リ
ア
は
西
門
︑

北
門
︑
中
華
路
の
3
つ
に
分
か
れ
て
い

て
︑
ラ
ン
タ
ン
は
主
に
M
R
T
北
門

駅
と
M
R
T
西
門
駅
の
間
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
︒
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
2
月
2
日
か
ら
開
催
さ
れ
︑
公

式
展
示
は
2
月
17
日
か
ら
3
月
3
日
ま

で
行
わ
れ
ま
す
︒
キ
ュ
レ
ー
ト
を
担
当

す
る
の
は
︑
﹁
光
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
﹂

と
し
て
知
ら
れ
︑
世
界
的
に
も
評
価
の

高
い
劉
治
良
氏
︒
ま
た
︑
同
氏
が
台
湾

の
切
り
絵
作
家
や
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
コ
ラ
ボ
し
た
作
品
も
展

示
さ
れ
ま
す
︒
伝
統
的
な
中
華
文
化
と

現
代
的
な
都
市
文
化
を
融
合
し
た
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
光
と
音
の
ア
ー
ト

は
︑
独
自
の
音
︑
色
︑
文
化
が
入
り
混

じ
っ
て
い
る
西
門
に
マ
ッ
チ
し
た
作
品

に
な
る
で
し
ょ
う
︒
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市
場
は
地
元
文
化
の
発
展
を
表
す

シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
︑
そ
の
街
独
自
の

本
質
を
映
し
出
す
鏡
と
も
言
え
ま
す
︒

ま
た
︑
地
域
の
生
活
に
不
可
欠
で
あ

り
︑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
精
神
や
伝
統
が

全
て
詰
ま
っ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
︒

台
湾
の
市
場
で
は
︑
様
々
な
野
菜
︑

生
き
た
鶏
︑
魚
介
類
な
ど
新
鮮
な
食

品
の
ほ
か
︑
飲
食
店
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ブ
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
が
ず
ら
り
と
並

ん
で
い
ま
す
︒
一
般
的
に
伝
統
市
場

の
う
ち
﹁
朝
市
﹂
は
早
朝
に
︑
そ
し

て
﹁
夜
市
﹂
は
午
後
遅
く
か
ら
会
社

が
終
わ
る
く
ら
い
の
時
間
帯
ま
で
営

業
し
︑
現
地
の
人
た
ち
は
朝
市
で
鶏

や
魚
介
類
を
買
い
︑
豚
︑
果
物
︑
野

菜
は
夜
市
で
買
い
ま
す
︒

都
市
を
し
ば
ら
く
観
察
し
て
い
る

と
︑
そ
れ
ぞ
れ
が
も
つ
独
自
の
リ
ズ

ム
が
見
え
て
き
ま
す
︒
台
北
の
中
で

特
に
お
す
す
め
の
ス
ポ
ッ
ト
は
伝
統

的
な
屋
内
市
場
で
す
︒

�
口
が
密
集
す
る
都
心
部
の
屋
内

市
場
は
︑
通
常
朝
７
時
か
ら
夜
７
時

ま
で
営
業
を
し
て
い
ま
す
︒
市
場
の

中
に
は
食
料
品
を
販
売
す
る
ブ
ー
ス
︑

農
家
の
直
売
店
︑
飲
食
店
︑
地
元
の

ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
よ
る
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
の
工
芸
︑
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
ア
ク

セ
サ
リ
ー
の
お
店
が
並
び
︑
珍
し
い

品
や
精
巧
な
商
品
を
眺
め
る
人
た
ち
︑

日
常
の
買
い
物
を
楽
し
む
人
た
ち
で

溢
れ
る
︑
街
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
凝
縮

し
た
場
所
で
す
︒

台
湾
な
ら
で
は
の
文
化
に
思
い
き

り
飛
び
込
ん
で
み
た
い
と
い
う
方
は
︑

ぜ
ひ
屋
内
市
場
で
そ
の
一
歩
を
踏
み

出
し
み
ま
し
ょ
う
︒

CITY SCENE

1. 野菜市場では、果物が
多種多様で新鮮です。（写
真・Dudva）

活
気
に
満
ち
た
台
湾
の
屋
内

市
場
：
歴
史
、
文
化
、
美
味

し
さ
の
あ
ふ
れ
る
旅

 

� 
Jonathan Kaplan 

�
� 

下
山
�
�

�
� 

Jonathan Kaplan

�
士
東
市
場
�D

udva

�
�
�
�
�
文
�
芸
術
基
金
会

1
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南
門
市
場
：         

伝
統
市
場
を
近
代
的

に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

M
R
T
中
正
紀
念
堂
駅
の
す
ぐ
そ
ば

に
輝
く
︑
近
代
都
市
か
ら
抜
け
出
て
き

た
よ
う
な
新
し
い
建
物
︒
こ
れ
こ
そ
が

100

年
以
上
続
く
伝
統
文
化
の
発
祥
地
︑

南
門
市
場
で
す
︒ 

こ
こ
は
日
本
時
代
の1907

年
に
設

立
さ
れ
て
以
来
︑
お
よ
そ120

年
の

間
︑
地
元
の
人
た
ち
に
食
品
や
惣
菜
︑

料
理
︑
お
茶
︑
食
材
︑
様
々
な
特
産
品

な
ど
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
︒

 

南
門
市
場
の
も
と
も
と
の
建
物
は
︑

お
客
さ
ん
と
お
店
を
営
む
人
た
ち
双
方

の
安
全
性
と
利
便
性
を
考
慮
し
︑2016

年
か
ら
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
︒

工
事
期
間
中
の2019

年
︑
各
店
舗

は
近
隣
に
設
置
さ
れ
た
仮
の
施
設
へ
移

動
︒
そ
の
後
︑
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受

け
つ
つ
も
︑2023

年
10
月
︑
南
門
市

場
は
元
の
場
所
で
営
業
を
再
開
し
ま
し

た
︒1

階
は
食
品
ス
ペ
ー
ス
専
用
の
売

り
場
で
︑100

軒
を
超
え
る
お
店
が
並

ん
で
い
ま
す
︒
中
に
は
乾
物
を
販
売

す
る
お
店
も
あ
り
︑
各
種
ド
ラ
イ
フ

ル
ー
ツ
︑
ナ
ッ
ツ
類
︑
穀
物
︑
大
量

の
干
し
シ
イ
タ
ケ
︑
乾
燥
ホ
タ
テ
や

豚
バ
ラ
の
塩
漬
け
な
ど
を
提
供
し
て

い
ま
す
︒
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
中
で

も
特
に
お
す
す
め
な
の
が
グ
ア
バ
で

す
︒
角
を
曲
が
っ
た
先
に
は
で
き
た
て

の
惣
菜
を
販
売
す
る
エ
リ
ア
が
あ
り
︑

非
常
に
早
い
ペ
ー
ス
で
売
れ
て
い
き

ま
す
︒
長
い
ピ
ン
ク
色
の
看
板
が
特

徴
の
億
長
御
坊
で
は
︑
エ
ビ
と
マ
メ

の
炒
め
物
︑
三
杯
鶏
︑
ガ
チ
ョ
ウ
手

羽
煮
込
み
︑
筍
の
煮
物
な
ど
が
並
ん

で
い
ま
す
︒
そ
の
他
に
も
︑
上
海
式

の
点
心
が
有
名
な
合
興
糕
糰
︑
甘
辛

い
ポ
ー
ク
ジ
ャ
ー
キ
ー
で
知
ら
れ
る

金
龍
肉
乾
︑
ち
ま
き
が
美
味
し
い
南

CITY SCENE

2

3

2. 南門市場は元の場所に真新しい建物で再オープンしました。（写真・Jonathan Kaplan）
│ 3. 南門市場の 1階には、新鮮な食品や惣菜、雑貨を扱うお店が並んでいます。（写真・
Jonathan Kaplan）
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園
な
ど
も
お
す
す
め
の
お
店
で
す
︒

40
年
以
上
に
渡
り
売
り
場
を
構
え
て

い
る
女
性
に
︑
以
前
の
南
門
市
場
と
の

違
い
を
尋
ね
る
と
︑
﹁
以
前
の
市
場

は
と
て
も
伝
統
的
と
い
う
か
︑
古
め
か

し
か
っ
た
で
す
ね
︒
空
調
も
な
く
︑
狭

い
印
象
で
し
た
﹂
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
︒
新
し
い
市
場
は
大
き
く
改
修
が
行

わ
れ
︑
空
調
設
備
は
も
ち
ろ
ん
︑
広
々

と
し
て
歩
き
や
す
く
な
り
ま
し
た
︒

2
階
に
は
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
ジ
ー
ン

ズ
︑
上
等
な
木
造
り
の
櫛
か
ら
翡
翠
ま

で
︑
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
並
ん
で

い
ま
す
︒
天
福
と
い
う
お
店
で
は
︑
緻

密
で
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
陶
器
の
テ
ィ

4. 市場の中はドライフルーツ、ナ
ッツ、キノコの香りが広がってい
ます。（写真・Jonathan Kaplan）

4

ー
カ
ッ
プ
が
陳
列
さ
れ
て
い
ま
す
︒
店

主
の
王
氏
に
よ
れ
ば
︑
こ
れ
ら
の
美
し

い
商
品
の
多
く
は
日
本
の
九
谷
焼
だ
そ

う
で
す
︒
こ
の
よ
う
に
南
門
市
場
の
2

階
を
歩
く
と
︑
魅
力
的
な
宝
物
に
出
会

え
る
で
し
ょ
う
︒

 

2
階
の
フ
ー
ド
コ
ー
ト
エ
リ
ア
に
は

合
歓
刀
削
麺
と
い
う
お
店
が
あ
り
ま

す
︒
メ
ニ
ュ
ー
に
は
8
つ
の
オ
プ
シ
ョ

ン
が
あ
り
︑
そ
れ
ぞ
れ
英
訳
も
つ
い
て

い
ま
す
︒
ど
れ
を
選
ん
で
も
後
悔
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑
看
板
メ
ニ
ュ

ー
の
ト
マ
ト
牛
肉
麺
は
︑
と
ろ
け
る
よ

う
な
牛
肉
と
豊
か
な
味
わ
い
が
特
徴
の

一
品
で
す
︒
台
北
の
人
々
に
も
人
気
が

高
く
︑
何
度
も
リ
ピ
ー
ト
し
た
く
な
る

味
わ
い
で
す
︒

日
常
的
な
食
品
や
小
物
︑
装
飾
品
︑

さ
ら
に
は
地
元
だ
け
で
な
く
輸
入
品
な

ど
様
々
な
名
品
が
手
に
入
る
南
門
市
場

で
︑
台
湾
の
伝
統
的
な
市
場
の
魅
力
を

体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
︒
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士
東
市
場
：         

北
部
の
隠
れ
た
グ
ル

メ
天
国

陽
明
山
の
ふ
も
と
に
切
り
拓
か
れ

た
台
北
の
天
母
地
区
は
︑
中
心
街
の

喧
騒
か
ら
離
れ
た
住
宅
街
で
す
︒
そ

の
近
郊
に
あ
り
︑
訪
れ
た
人
の
好
奇

心
と
食
欲
を
満
た
す
隠
れ
家
の
よ
う

な
場
所
が
士
東
市
場
で
す
︒

 

こ
こ
は
屋
内
市
場
と
し
て
は
比
較

的
新
し
い1992

年
に
開
場
し
ま
し
た
︒

清
潔
で
明
る
く
レ
イ
ア
ウ
ト
が
整
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
︑
す
ぐ
に
地
元
住

民
が
集
ま
る
場
所
と
な
り
ま
し
た
︒

南
門
市
場
と
同
じ
く
︑
1
階
は
主
に

生
鮮
食
品
や
高
級
食
品
が
あ
り
︑
2

階
は
中
央
に
あ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
︑

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
︑
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の

カ
バ
ン
類
︑
宝
石
類
が
並
ぶ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
エ
リ
ア
と
︑
外
側
に
あ
る
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
並
ぶ
グ
ル
メ
エ
リ

ア
に
分
か
れ
ま
す
︒
こ
の
市
場
の
最

大
の
魅
力
は
グ
ル
メ
エ
リ
ア
で
︑
小

さ
な
カ
フ
ェ
や
韓
国
料
理
店
︑
か
き

氷
屋
︑
伝
統
的
な
台
湾
料
理
店
に
は

一
日
中
途
切
れ
る
こ
と
な
く
人
々
が

訪
れ
ま
す
︒ 

5. 近所に住む人たちは士東市場
で新鮮な食材を求めます。（�
�・士東市場）│ 6. 士東市場に
ある阿吉市の立ち食い刺身レス
トランでは、ユニークな食事体
験を提供しています。（写真・
Jonathan Kaplan）

5

6
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生
鮮
食
品
や
高
級
食
品
の
お
店
が

100

軒
ほ
ど
立
ち
並
ぶ
1
階
に
は
︑
立

食
い
寿
司
の
阿
吉
師
が
あ
り
︑
新
鮮

な
寿
司
や
刺
身
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
︒
士
東
市
場
の
多
く
の
お
店

は1992
年
の
市
場
開
場
を
機
に
近
隣

か
ら
移
っ
て
き
ま
し
た
︒
中
で
も
有
機

野
菜
を
販
売
す
る
小
林
蔬
菜
は1971

年
開
店
と
歴
史
が
あ
り
ま
す
︒

市
場
内
を
散
策
し
て
︑
何
か
気
に
な

っ
た
も
の
が
あ
れ
ば
︑
気
軽
に
店
員

に
話
し
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
︒
特
に

お
店
番
号
57
番
の
客
家
莊
大
玉
園
で

は
︑
元

I
B
M
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ

り
︑
退
職
後
は
台
湾
・
南
投
縣
に
あ

る
実
家
の
農
園
の
作
物
な
ど
を
販
売

し
て
い
るVictor

氏
が
快
く
挨
拶
を
し

て
く
れ
ま
す
︒

店
内
で
は
新
鮮
な
鶏
卵
︑
干
し
龍

眼
︑
瓶
詰
め
に
し
た
茶
油
や
蜂
蜜
な

ど
を
扱
っ
て
い
ま
す
︒
英
語
が
話
せ

るVictor

氏
は
︑
﹁
私
は
農
園
で
蜂

蜜
の
収
穫
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
﹂
と

語
り
ま
す
︒
実
家
で
は
龍
眼
︵
リ
ュ

ウ
ガ
ン
︶
の
木
々
に
あ
る
蜂
の
巣
を

管
理
し
︑
ユ
ニ
ー
ク
な
龍
眼
蜂
蜜
を

作
っ
て
い
る
そ
う
で
す
︒
お
店
に
は

2023

年
度
の
品
評
会
で
賞
を
獲
得
し

た
蜂
蜜
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
︒

新
富
市
場
：
歴
史
に

新
た
な
息
吹
を

台
北
最
古
の
地
区
で
あ
り
︑
台
北

古
来
の
精
神
に
深
い
繋
が
り
を
持
つ

万
華
区
の
中
心
に
位
置
す
る
の
は
新

富
市
場
で
す
︒
華
や
か
な
建
築
と
絶

え
間
な
く
響
く
美
し
い
読
経
の
声
が

特
徴
の
龍
山
寺
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り

ま
す
︒
龍
山
寺
を
参
拝
し
て
落
ち
着

い
た
時
間
を
過
ご
し
た
あ
と
は
︑
賑

や
か
な
こ
の
市
場
に
足
を
運
ん
で
み

ま
し
ょ
う
︒

康
定
路
に
あ
る
市
場
の
入
り
口
に

は
︑
新
富
市
場
と
東
三
水
街
市
場
と

い
う
2
つ
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま

7. 上から見ると、新富市場と東三水街市
場は垂直に並んでいることがわかりま
す。（��・忠泰建築文化芸術基金会） 7

す
︒
ま
ず
入
っ
て
す
ぐ
の
屋
根
の
つ

い
た
ア
ー
ケ
ー
ド
が
東
三
水
街
市
場

で
す
︒
地
元
の
名
産
が
数
多
く
販
売

さ
れ
て
お
り
︑
豆
腐
や
野
菜
︑
燻
製
︑

塩
漬
け
︑
新
鮮
な
肉
類
︑
多
種
多
様

な
衣
類
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
︑
細
長

い
通
り
に
所
狭
し
と
並
ん
で
い
ま
す
︒ 

東
三
水
街
市
場
を
中
ほ
ど
ま
で
進
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人
々
の
日
常
を
体
感

台
湾
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
た
い

旅
行
者
の
方
々
に
と
っ
て
︑
台
湾
の

屋
内
市
場
は
見
逃
せ
な
い
場
所
で

す
︒
台
湾
人
に
と
っ
て
は
と
も
に
時

代
を
生
き
た
象
徴
で
あ
り
︑
日
常
生

活
を
支
え
る
重
要
な
場
所
で
す
︒
す

べ
て
の
台
湾
人
が
親
や
祖
父
母
と
一

緒
に
こ
れ
ら
の
市
場
を
訪
れ
︑
食
料

品
や
日
用
品
を
買
っ
た
経
験
が
あ
り

ま
す
︒
店
員
が
商
品
を
売
り
︑
お
客

が
そ
れ
を
買
う
︑
そ
う
し
て
生
ま
れ

る
賑
わ
い
は
︑
街
の
生
活
感
を
織
り

な
す
鮮
や
か
な
景
色
の
一
つ
と
言
え

る
で
し
ょ
う
︒

8. 観光客は、U-mktの新�市場の歴史に関する展示を鑑賞しています。（��・忠泰建築文化芸術基金会）

南門市場

�在� 中正����路一� 8�
営業時間 �～日
 07：00～ 19：00

士東市場

�在� 士林�士東路 100�
営業時間 �～日
 07：00～ 18：30（1�） 
 07：30～ 21：00（2�）
 

��市場

�在� 万��三�街 70�
営業時間 �～日
 08：00～ 15：00 
 10：00～ 18：00（U-mkt）

8

む
と
︑
そ
の
右
側
に
新
富
町
文
化
市

場
へ
の
入
り
口
が
あ
り
ま
す
︒
こ
こ

は
か
つ
て
新
富
市
場
と
呼
ば
れ
て
い

た
場
所
で
︑
東
三
水
街
市
場
と
は
全

く
異
な
る
市
場
な
の
で
︑
そ
の
姿
に

驚
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒ 

新
富
市
場
は
日
本
時
代
の1935

年
に
設
立
さ
れ
た
市
場
で
︑
馬
蹄
形

に
ア
ー
ル
・
デ
コ
仕
様
が
取
り
入
れ

ら
れ
た
建
物
内
は
︑
当
時
こ
の
地
域

に
居
住
し
て
い
た
日
本
人
で
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
︒2000

年
代
に
入
り
︑

当
時
の
市
場
文
化
を
展
示
す
る
文
化

博
物
館
と
し
て
再
び
活
気
を
取
り
戻

し
︑
現
在
は
そ
の
U
字
型
の
造
り

か
ら
﹁U

-m
kt

﹂
と
名
づ
け
ら
れ
︑

地
域
の
再
活
性
化
を
図
る
中
心
地
と

な
っ
て
い
ま
す
︒
元
の
新
富
市
場
時

代
か
ら
続
く
お
店
は
︑
現
在
は
東
三

水
街
市
場
へ
移
っ
て
い
ま
す
︒
﹁
3

つ
の
市
場
﹂
が
交
わ
る
こ
の
エ
リ
ア

は
旧
市
街
の
ル
ー
ツ
を
感
じ
ら
れ
る

貴
重
な
ス
ポ
ッ
ト
で
す
︒
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冬
の
台
湾
は
温
泉
愛
好
家
た
ち
に
と

っ
て
最
適
な
シ
ー
ズ
ン
で
す
︒
冷
え
切

っ
た
心
身
を
癒
す
に
は
︑
や
は
り
温
泉

に
浸
か
る
の
が
一
番
で
し
ょ
う
︒

  

台
北
の
北
西
部
に
位
置
す
る
北
投
温

泉
の
リ
ゾ
ー
ト
地
ま
で
は
︑
台
北
の
繁

華
街
か
ら
地
下
鉄
で
わ
ず
か
30
分
ほ

ど
︒
主
な
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
は
︑
陽
明

山
と
い
う
巨
大
な
山
塊
の
麓
に
切
り
込

む
北
投
渓
に
よ
っ
て
削
ら
れ
た
浅
い
渓

谷
に
あ
り
︑
谷
の
西
端
に
は
M
R
T

新
北
投
駅
が
あ
り
ま
す
︒

こ
こ
で
は
北
投
の
温
泉
街
を
地
質
学

的
な
起
源
や
文
化
歴
史
的
な
重
要
性
︑
そ

し
て
魅
力
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
分
け
て

紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒
時
空
を
超
え
た
温

泉
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
へ
で
か
け
ま
し
ょ
う
︒

地
質
学
的
な
起
源 

—
 

地
下
の
溶
岩

陽
明
山
は
台
湾
北
部
の
大
屯
火
山
群

の
一
部
で
︑
約

100 
万
年
～
20
万
年
前
ま

で
活
動
し
て
い
ま
し
た
︒
地
下
に
は
約

50 

km2

の
大
き
な
マ
グ
マ
溜
り
が
あ
り
︑

そ
の
頂
点
は
地
表
か
ら
わ
ず
か
8

km

の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
︒
現
代
の
観
光

客
に
と
っ
て
特
に
喜
ば
し
い
の
は
︑
こ

れ
ら
の
山
々
に
は
温
泉
︑
噴
気
孔
︑
硫

黄
坑
︑
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
︑
公
衆
浴
場

が
溢
れ
て
い
る
こ
と
で
す
︒ 

魅
力
あ
ふ
れ
る
渓
谷

か
ら
人
気
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト

華
語
の
地
名
﹁
北
投
﹂
は
︑
こ
の
地

域
の
先
住
民
ケ
タ
ガ
ラ
ン
族
が
つ
け

た
名
で
あ
る
﹁
パ
タ
ウ
﹂
︵
﹁
魔
女

の
住
処
﹂
の
意
︶
に
基
づ
い
て
い
ま

す
︒
先
住
民
た
ち
は
︑
北
投
渓
谷
に

1

1. 台北市郊外にある北投
地熱谷は、冬にぜひ訪れ
たい場所です。 （写真・
日勝生加賀屋）

歴
史
に
浸
る
：      

台
湾
の
温
泉
を
巡

� 

リ
ッ
ク
・
シ
ャ
レ
ッ
ト 

�
� 

下
山
�
�

�
� 

北
�
温
泉
博
物
館
�
�
�
湯
�
日
�
生
加
賀
�
�M

yTaiw
anTour
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発
生
す
る
大
き
な
硫
黄
の
霧
が
魔
法

で
あ
り
︑
魔
女
が
住
ん
で
い
る
に
違

い
な
い
と
考
え
ま
し
た
︒
清
代
に
は
︑

漢
民
族
が
軍
需
と
貿
易
の
た
め
︑
硫

黄
鉱
脈
を
採
掘
し
こ
の
地
へ
や
っ
て

来
ま
し
た
︒

そ
の
後
︑
台
湾
が1895
年
か
ら

1945

年
ま
で
日
本
の
統
治
下
に
入
る

と
︑
日
本
人
の
温
泉
文
化
が
流
入
し
︑

多
く
の
台
湾
人
に
愛
さ
れ
る
娯
楽
と
な

り
ま
し
た
︒
北
投
渓
谷
は
主
に
︑
休
養

中
の
将
校
や
負
傷
し
た
軍
人
ら
の
た
め

に
開
発
さ
れ
ま
し
た
︒1904

年
か
ら

1905

年
に
か
け
︑
日
露
戦
争
で
多
く

の
負
傷
者
が
搬
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

と
︑
こ
の
地
は
本
格
的
な
繁
栄
を
始
め

ま
す
︒1913

年
に
落
成
し
た
北
投
公
園

と
北
投
公
共
浴
場
は
︑
古
典
的
な
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
式
の
景
観
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
︒
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
を
受
け

て
日
本
軍
が
撤
退
し
た
後
は
︑
現
在
の

よ
う
な
よ
り
自
然
な
姿
へ
と
戻
さ
れ
ま

し
た
︒ 

M
R
T
新
北
投
駅
か
ら
徒
歩
わ

ず
か
の
と
こ
ろ
に
あ
る
北
投
温
泉
博

物
館
は
︑
こ
の
歴
史
豊
か
な
地
域
に

お
い
て
最
も
重
要
な
文
化
財
で
す
︒

こ
の
博
物
館
は
赤
レ
ン
ガ
と
白
漆
喰

を
用
い
た
美
し
い
和
洋
折
衷
様
式
で

作
れ
て
お
り
︑
日
本
時
代
に
は
台
湾

初
︑
東
ア
ジ
ア
最
大
の
公
共
温
泉
で

し
た
︒
館
内
に
は
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式

の
プ
ー
ル
と
円
柱
の
他
︑
広
々
と
し

2. 北投温泉博物館の大きな特徴はローマ風の大浴場で、周囲には円形のアーチと円
柱があります。（写真・北投温泉博物館）│ 3. 1994年まで、北投小学校の生徒と教
師たちは政府に嘆願し、北投温泉博物館は市の史跡として修復されました。（写真
・北投温泉博物館 )

て
風
通
し
の
良
い
畳
の
休
憩
室
な
ど

が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
興

味
深
い
工
芸
品
や
有
益
な
展
示
も
多

く
︑
日
本
時
代
の
白
黒
写
真
や
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
フ
ィ
ル
ム
の
映
像
も

展
示
さ
れ
て
お
り
︑
か
つ
て
の
北
投

や
台
北
の
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
︒

台
湾
の
温
泉
文
化
と

北
投
の
宝
物

日
本
が
台
湾
を
占
領
し
た
際
に
は
︑

専
門
家
に
よ
る
土
地
の
調
査
が
行
わ

れ
︑
利
用
可
能
な
天
然
資
源
は
く
ま

な
く
マ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
ま
し
た
︒
こ

れ
に
は
温
泉
資
源
も
含
ま
れ
て
お
り
︑

2

3
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そ
の
後
数
十
年
に
わ
た
っ
て
多
く
の
リ

ゾ
ー
ト
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
︒
近
年
︑

海
外
か
ら
訪
れ
る
旅
行
者
に
と
っ
て
の

見
ど
こ
ろ
は
︑
山
岳
地
帯
に
広
が
る

様
々
な
美
し
い
景
観
と
︑
無
数
に
湧
出

す
る
様
々
な
効
能
を
持
っ
た
鉱
泉
で

す
︒
身
体
的
︑
精
神
的
な
癒
や
し
を
も

た
ら
す
様
々
な
鉱
水
が
観
光
客
の
ニ
ー

ズ
を
満
た
し
て
い
ま
す
︒
も
ち
ろ
ん
︑

寒
さ
の
厳
し
い
冬
に
訪
れ
た
観
光
客
の

心
身
も
温
め
て
く
れ
ま
す
︒

北
投
渓
の
両
側
に
続
く
曲
が
り
く
ね

っ
た
小
道
を
た
ど
り
︑
緑
豊
か
な
北
投

公
園
を
散
策
を
す
る
の
も
お
す
す
め
で

す
︒
遠
く
に
は
陽
明
山
の
峰
々
が
そ
び

え
︑
渓
谷
の
奥
に
は
む
き
出
し
の
岩
肌

を
登
る
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
マ
ー
の
姿
が
見

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

か
つ
て
︑
日
本
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ

っ
た
北
投
の
姿
を
想
像
し
て
み
ま
し
ょ

う
︒
北
投
渓
沿
い
に
は
5
つ
の
滝
が
あ

り
ま
す
︒
こ
の
渓
流
の
水
は
地
熱
で
温

め
ら
れ
て
い
る
た
め
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
滝

4

4-5. 地熱谷にある石は放射性元素「ラジウム」を含み、「北投石」
とも呼ばれます。 下にが北投地熱谷、左側が北投温泉博物館の
北投石。（下・MyTaiwanTour；左・北�温泉博物館）
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が
天
然
の
温
泉
を
形
成
し
て
い
ま
す
︒

多
く
の
浴
場
が
開
発
さ
れ
る
以
前
は
︑

日
本
人
は
滝
壺
を
訪
れ
裸
で
入
浴
を
し

て
い
ま
し
た
が
︑
こ
の
行
為
が
地
元
住

民
の
間
で
大
き
な
物
議
を
醸
し
ま
し

た
︒
日
本
の
役
人
は
日
本
人
の
尊
厳
を

保
つ
た
め
︑
こ
の
慣
行
を
禁
ず
る
べ
き

と
考
え
ま
し
た
︒

 

現
在
︑
こ
れ
ら
の
渓
流
で
は
足
湯
の

み
が
許
可
さ
れ
て
お
り
︑
か
つ
て
は
垂

直
に
流
れ
落
ち
て
い
た
滝
も
︑
川
の
浸

食
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
目
立
た
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
︒
し
か
し
︑
そ
れ5

ぞ
れ
の
滝
の
そ
ば
に
開
発
さ
れ
た
浴
場

は
今
日
ま
で
繁
栄
を
続
け
て
い
ま
す
︒

か
つ
て
は
﹁
た
き
の
ゆ
﹂
と
発
音
さ
れ

て
い
た
瀧
乃
湯
も
そ
の
一
つ
で
す
︒
現

代
で
は
︑
裸
で
入
浴
す
る
施
設
で
は
男

女
別
の
浴
場
を
︑
水
着
と
水
泳
キ
ャ
ッ

プ
を
着
用
が
必
須
の
施
設
で
は
混
浴
の

浴
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
︒

鉱
泉
の
種
類

北
投
地
域
に
は
白
色
硫
黄
︑
緑
色
硫

黄
︑
鉄
硫
黄
の
3
種
類
の
泉
質
が
あ
り

ま
す
︒
白
色
硫
黄
の
主
な
湧
出
地
は
︑

硫
磺
谷
と
龍
鳳
谷
の
丘
の
上
に
あ
る

大
き
な
月
の
形
を
し
た
2
つ
の
窪
地

で
す
︒
整
備
さ
れ
た
歩
道
を
進
む
と
︑

蒸
気
孔
︑
沸
騰
す
る
温
泉
︑
濃
い
黄

色
の
硫
黄
鉱
床
︑
む
き
出
し
の
岩
壁

な
ど
︑
熱
い
水
蒸
気
と
硫
黄
に
満
ち

た
風
景
が
広
が
り
ま
す
︒
北
投
の
温

泉
施
設
の
ほ
と
ん
ど
は
︑
こ
れ
ら
の

水
を
使
用
し
て
い
ま
す
︒

北
投
公
園
の
最
上
部
付
近
に
あ
る
小

さ
な
谷
間
は
︑
地
獄
谷
や
地
熱
谷
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
︒
な
ぜ
地
熱
谷
か
と
い

う
と
︑
谷
の
頂
に
あ
る
高
い
壁
に
囲
ま

れ
た
窪
地
に
︑
陽
明
山
の
マ
グ
マ
溜
り

に
よ
っ
て
加
熱
さ
れ
た
硫
黄
水
が
噴
気

孔
か
ら
吐
き
出
さ
れ
︑
浅
い
湖
か
ら
立

ち
上
る
蒸
気
が
充
満
し
て
い
る
た
め
で

す
︒
地
元
の
人
々
か
ら
は
﹁
鬼
の
湖
﹂

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
︒
地
熱
谷
は
さ

ら
に
﹁
玉
泉
谷
﹂
と
い
う
別
称
も
あ
り
︑

北
投
渓
の
源
流
で
あ
る
強
酸
性
の
緑
色

硫
黄
水
を
供
給
し
て
い
ま
す
︒
水
温
は

こ
の
地
域
で
最
も
高
く
︑
摂
氏
80
度
か

ら
100 
度
に
達
し
ま
す
︒
新
し
く
改
装
さ

れ
た
湖
畔
の
遊
歩
道
で
は
︑
近
く
に
水

都
温
泉
ホ
テ
ル
も
あ
り
︑
温
泉
で
卵
を

ゆ
で
る
体
験
が
で
き
ま
す
︒

緑
色
の
硫
黄
水
は
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
と

も
呼
ば
れ
︑
特
に
優
れ
た
治
癒
効
果
が

あ
り
ま
す
︒
こ
の
温
泉
に
含
ま
れ
る
ラ

ジ
ウ
ム
が
︑
北
投
公
園
の
河
床
の
安
山

岩
と
腐
食
反
応
を
引
き
起
こ
し
︑
岩
の

外
側
に
微
弱
な
放
射
性
を
帯
び
た
結
晶

物
質
を
形
成
す
る
た
め
で
す
︒
こ
れ
は

北
投
石
︵
北
投
の
日
本
語
読
み
か
ら

﹁
ホ
ク
ト
ラ
イ
ト
﹂
と
も
︶
と
い
い
︑

北
投
と
日
本
で
し
か
産
出
さ
れ
ま
せ

ん
︒
ま
た
︑
台
湾
の
地
名
に
ち
な
ん
で

名
付
け
ら
れ
た
唯
一
の
鉱
物
で
も
あ
り

ま
す
︒
北
投
温
泉
博
物
館
に
は
︑
800  

kg
の
巨
大
な
サ
ン
プ
ル
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
︒

鉄
が
混
じ
っ
た
硫
黄
水
は
温
度
が
低

く
︑
無
臭
で
色
味
も
透
明
で
す
が
︑
時

間
が
経
つ
と
酸
化
し
て
赤
褐
色
に
変
化

し
ま
す
︒
鉄
を
含
む
こ
と
か
ら
神
経
痛

や
リ
ウ
マ
チ
な
ど
の
疾
患
に
効
果
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
︒

そ
の
他
の
北
投
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト

北
投
公
園
の
す
ぐ
外
︑
博
物
館
か
ら

谷
を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
浴
場
﹁
瀧

乃
湯
﹂
で
︑
歴
史
に
浸
り
な
が
ら
く
つ

ろ
ぎ
ま
し
ょ
う
︒
こ
の
施
設
は
︑1907
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年
に
日
本
人
が
開
設
し
た
北
投
最
古

の
日
本
式
の
浴
場
で
す
︒
日
本
が
統
治

し
て
い
た
大
正
時
代
に
は
︑
当
時
の
皇

太
子
で
あ
っ
た
裕
仁
親
王
︵
後
の
昭

和
天
皇
︶
も
北
投
を
訪
れ
て
い
ま
す
︒

そ
の
際
︑
小
川
を
歩
き
や
す
く
す
る

た
め
に
︑
2
番
目
の
滝
の
近
く
に
飛

び
石
が
敷
か
れ
︑
後
に
瀧
乃
湯
の
中

庭
に
は
﹁
皇
太
子
殿
下
御
渡
涉
記
念

碑
﹂
と
刻
ん
だ
石
碑
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
︒
こ
の
歴
史
的
な
つ
な
が
り
が
︑

瀧
乃
湯
と
そ
の
周
辺
地
域
に
さ
ら
な

る
重
要
性
を
与
え
て
い
ま
す
︒

10
年
ほ
ど
前
に
大
掛
か
り
な
改
修

工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
︑
外
観
も
内

装
も
質
朴
な
﹁
古
き
日
本
﹂
を
忠
実

に
再
現
し
て
い
ま
す
︒
男
湯
と
女
湯

の
他
︑
カ
ッ
プ
ル
や
最
大
5
人
の
家

族
が
入
浴
で
き
る
専
用
の
貸
切
浴
場
︑

さ
ら
に
中
庭
に
は
足
湯
も
あ
り
ま
す
︒

女
湯
と
専
用
の
浴
場
は1950

年
に
増

設
さ
れ
た
も
の
で
す
︒

か
つ
て
の
面
影
を
残
す
男
湯
の
素
朴

な
石
風
呂
は
︑
現
代
の
日
本
で
は
ほ
ぼ

見
ら
れ
な
く
な
っ
た
古
典
的
な
明
治
時

代
の
ス
タ
イ
ル
を
再
現
し
て
い
ま
す
︒

こ
れ
は
地
元
産
の
唭
哩
岸
石
で
造
ら
れ

て
い
る
ほ
か
︑
地
熱
谷
の
緑
色
硫
黄
水

に
よ
る
浸
食
と
浸
透
を
防
ぐ
た
め
に
硫

黄
ス
ラ
リ
ー
と
い
う
泥
状
の
混
合
物
で

密
封
さ
れ
︑
独
特
な
明
治
風
の
景
観
を

作
り
出
し
て
い
ま
す
︒
唭
哩
岸
石
は
女

6-7. 瀧乃湯は新北投温泉エリアで最も古い日本式の浴場で、最も原始的な緑色
硫黄泉の温泉を提供しています。（写真・瀧乃湯）

湯
に
も
使
わ
れ
︑
昔
な
が
ら
の
素
朴
な

雰
囲
気
を
演
出
し
て
い
ま
す
︒
後
に
︑

唭
哩
岸
石
の
採
石
は
禁
止
さ
れ
た
た

め
︑
こ
の
浴
場
は
唯
一
無
二
の
も
の
と

な
り
ま
し
た
︒

博
物
館
の
正
面
に
位
置
す
る
公
園
の

外
に
は
︑
現
代
的
な
華
や
か
さ
と
歴
史

的
重
要
性
が
融
合
し
た
空
間
が
あ
り
ま

す
︒
そ
れ
が
高
級
ホ
テ
ル
︑
日
�
生
加

賀
屋
︒
こ
こ
に
は
︑
男
女
別
の
浴
場
と

専
用
の
貸
切
浴
場
が
あ
り
︑
温
泉
に
は

白
色
硫
黄
水
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
︒

ホ
テ
ル
の
外
で
は
着
物
を
着
用
し
た
女

性
ス
タ
ッ
フ
が
ゲ
ス
ト
を
出
迎
え
て
く

れ
ま
す
︒
ホ
テ
ル
の
西
に
あ
る
小
さ
な

公
園
に
は
︑1896

年
に
開
業
し
た
北
投

初
の
民
営
温
泉
旅
館
﹁
天
狗
庵
﹂
の
跡

6

7
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地
が
あ
り
ま
す
︒
石
造
り
の
階
段
や
多

数
の
円
柱
な
ど
か
つ
て
の
姿
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

温
泉
博
物
館
か
ら
少
し
下
っ
た
と
こ

ろ
に
あ
る
公
園
内
に
は
︑
台
湾
初
の
グ

リ
ー
ン
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
図
書
館
で
あ

る
北
投
図
書
館
︵
台
北
公
共
図
書
館
北

投
分
館
︶
が
あ
り
ま
す
︒
さ
な
が
ら
︑

巨
大
な
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
と
い
っ
た
印
象

温泉の入浴マナー

�共温泉��で�るべきルールは以下の通りです�

・湯船に浸かる前に必ずシャワーを浴びる。
・シャワー前に日焼け止めや乳液、クリームなどの
化粧品を使用しない。
・湯船に浸かる前にバケツで足を湿らせる。
・足だけ浸かるのではなく、全身で湯船に浸かる。
・妊娠中の方、身体に障害のある方、高齢の方、お
子さまは一人で入浴しない。
・水泳キャップの着用が義務付けられていない施設
では、髪をお湯につけない。
・プライバシーを尊重し、写真や動画の撮影、他人
を無遠慮に見る行為は控える。
・会話は静かな声で、大声は出さない。

を
受
け
る
こ
の
建
築
物
は
木
と
鉄
で
造

ら
れ
て
お
り
︑
す
べ
て
リ
サ
イ
ク
ル
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
屋
上
の
緑
地
が

屋
内
を
涼
し
く
保
ち
︑
集
め
ら
れ
た
雨

水
は
屋
内
の
様
々
な
目
的
に
用
い
ら
れ

る
な
ど
環
境
に
優
し
い
構
造
に
な
っ
て

い
る
ほ
か
︑
2
階
に
は
読
書
で
き
る
木

陰
の
バ
ル
コ
ニ
ー
が
あ
る
な
ど
︑
多
く

の
見
ど
こ
ろ
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
︒ 

▶温泉認�事業者一�

8-9. 日勝生加賀屋、以前は天狗庵として知られ、かつては台湾初の
和風温泉ホテルでした。（写真・日勝生加賀屋）

8

9
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台北で開�された 2023 年台�ランタン フェスティバルで黒��工�が披�した作品「月を�負った�性」�
（��・���観光署）
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CULTURE ＆ LIFESTYLE

1

金
運
を
招
く
：                

台
北
の
寺
院
と
文
化

� 

ジ
ェ
ナ
・
リ
ン
・
コ
ー
デ
ィ 

�
� 

下
山
�
�

�
� 

Zifilm
 Studio

�
松
山
霞
海
城
隍
廟
�
松
山
慈
祐
宮
�
哥
文
虎
家
�
関
渡
宮
�

		

台
北
市
観
伝
播
局

金
運
向
上
を
願
う
人
た
ち
は
世
界

中
に
い
ま
す
が
︑
台
湾
の
旧
正
月
期
間

は
金
運
や
商
売
繁
盛
に
関
連
す
る
儀

式
や
イ
ベ
ン
ト
︑
風
習
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
︒
実
際
︑
台
湾
で
は
旧
正
月

に
紅
包
︵
ホ
ン
バ
オ
︶
を
配
る
と
い

う
お
年
玉
に
似
た
風
習
が
あ
る
ほ
か
︑

新
年
の
挨
拶
や
歌
の
歌
詞
に
は
﹁
恭

喜
発
財
﹂
と
い
う
相
手
が
お
金
持
ち

に
な
る
こ
と
を
願
う
言
葉
が
使
わ
れ

ま
す
︒
そ
の
中
で
も
特
に
注
目
す
べ

き
は
︑
新
年
に
歌
わ
れ
る
﹁
財
神
到
﹂

と
い
う
歌
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
財

神
で
す
︒

台
湾
の
多
様
な
財
神

財
神
の
概
念
は
文
化
を
超
越
し
て

お
り
︑
多
神
教
の
宗
教
の
多
く
に
は
︑

繁
栄
や
幸
運
を
司
る
神
様
と
並
ん
で

財
神
が
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑

財
神
が
複
数
い
る
国
も
あ
り
︑
台
湾

も
そ
の
一
つ
で
す
︒
伝
統
的
な
歌
で

は
﹁
財
神
︵
ツ
ァ
イ
シ
ェ
ン
︶
が
や

っ
て
来
る
﹂
と
歌
わ
れ
て
い
ま
す
が
︑

意
外
に
も
そ
の
財
神
と
は
一
人
だ
け

で
は
な
い
の
で
す
︒

財
神
の
歴
史
を
た
ど
る
と
︑
古
く
は

秦
の
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
︑
数
世

紀
に
わ
た
っ
て
四
方
位
や
八
方
位
︑

様
々
な
元
素
や
色
に
関
連
付
け
ら
れ
て

き
ま
し
た
︒
つ
ま
り
︑
財
神
に
よ
っ
て

担
当
す
る
職
業
や
得
ら
れ
る
富
の
種
類

が
異
な
る
の
で
す
︒

中
で
も
注
目
す
べ
き
は
文
︑
武
︑

偏
︵
幸
運
︶
の
財
神
が
い
る
こ
と
で
︑

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
役
割
を
持
っ
て
い

ま
す
︒
公
務
員
や
事
業
に
直
接
関
与

し
て
い
な
い
人
々
が
信
仰
す
る
の
は

文
財
神
で
す
︒
武
財
神
は
︑
産
業
︑

貿
易
︑
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
よ
り
密
接

な
関
係
を
持
っ
て
い
ま
す
︒
偏
財
神

は
幸
運
と
関
連
し
て
お
り
︑
土
地
神

で
あ
る
土
地
公
や
虎
爺
と
つ
な
が
り

を
持
っ
て
い
ま
す
︒
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CULTURE ＆ LIFESTYLE

台
北
各
地
に
あ
る
色
鮮
や
か
な
寺
院

に
は
︑
こ
れ
ら
の
財
神
を
祀
っ
た
祭
壇

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒
こ
こ
で
︑
来

年
の
運
気
を
上
げ
た
い
方
に
お
す
す
め

の
4
つ
の
寺
院
を
ご
紹
介
し
ま
す
︒

松
山
霞
海
城
隍
廟
：

五
路
財
神

�
�
霞
海
城
隍
廟
は
︑
中
国
泉
州
出

身
の
商
人
︑
呂
来
興
に
よ
っ
て
19
世
紀

に
建
立
さ
れ
ま
し
た
︒
呂
来
興
は
台
湾

海
峡
を
渡
る
際
︑
航
海
の
無
事
を
願
い

霞
海
城
隍
に
祈
り
を
捧
げ
て
い
ま
し

た
︒
そ
れ
が
穏
や
か
な
天
候
と
商
売
繁

盛
に
繋
が
っ
た
と
し
て
︑
松
山
の
美
し

さ
と
繁
栄
へ
の
感
謝
か
ら
こ
の
寺
院
を

奉
献
し
︑
後
に
五
路
財
神
を
祀
る
神
殿

が
増
設
さ
れ
ま
し
た
︒

五
路
財
神
は
︑
道
士
で
も
あ
る
趙
公

明
の
伝
説
に
基
づ
い
て
い
ま
す
︒
趙
公

明
は
五
方
︵
東
・
西
・
南
・
北
・
中
︶

を
司
る
神
様
で
︑
中
で
も
中
央
に
位
置

す
る
中
路
財
神
に
あ
た
り
ま
す
︒

こ
の
他
に
も
市
場
や
お
店
に
関
連
す

る
北
路
財
神
の
利
市
仙
官
︑
宝
石
に
関

連
す
る
東
路
財
神
の
招
�
天
尊
︑
安
く

買
っ
て
高
く
売
る
こ
と
で
財
を
招
く
南

路
財
神
の
招
財
使
者
︑
貴
重
な
も
の
を

集
め
る
西
路
財
神
の
納
珍
天
尊
が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
︒

 

こ
の
よ
う
に
様
々
な
ご
利
益
を
持
つ

五
路
財
神
は
︑
多
く
の
参
拝
者
を
惹

き
つ
け
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
こ
の
寺

院
で
は
伝
統
行
事
と
し
て
︑
旧
正
月

の
5
日
目
に
財
神
を
迎
え
る
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
︒
ス
タ
ッ
フ
が

縁
起
の
良
い
紅
包
用
の
封
筒
を
配
る

の
で
︑
大
勢
の
参
拝
者
が
長
蛇
の
列

を
作
り
ま
す
︒

1. 新年には、金運と安全祈願のために寺院を参拝す
るのが、台湾人の伝統的な習慣の一つです。（写真
・Zi�lm Studio）│ 2.1970 年代、政府が道路を拡張
する必要があったため、地元の貴族が資金を集めて
松山霞海城隍廟を移転、建設しました。 (写真・松
山霞海城隍廟 )2
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松
山
慈
祐
宮
：
虎
爺

松
山
慈
祐
宮
は
賑
や
か
な
饒
河
夜

市
の
隣
に
あ
り
ま
す
︒
こ
の
寺
院
は6

階
建
て
で
︑
広
大
な
正
殿
と
複
数
の

棟
か
ら
成
り
ま
す
︒
18
世
紀
に
旅
の

僧
が
建
立
し
た
こ
の
寺
院
は
︑
台
湾

北
部
の
重
要
な
媽
祖
廟
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
ま
す
︒ 

こ
こ
で
は
媽
祖
の
ほ
か
︑
虎
爺
の
姿

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
虎
爺
は

様
々
な
神
様
の
乗
り
物
で
あ
る
と
と

も
に
︑
自
身
も
ま
た
財
神
で
す
︒
実

際
︑
台
湾
の
発
音
で
は
︑
﹁
虎
爺
︵
フ

ー
・
イ
エ
ー
︶
﹂
は
豊
か
で
あ
る
こ

と
を
表
す
﹁
ホ
ー
・
ジ
ェ
ー
﹂
と
音

が
似
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
﹁
虎
爺
咬
�
來
︵
虎
爺
は
お

金
を
持
っ
て
く
る
︶
﹂
と
い
う
古
い
こ

と
わ
ざ
も
あ
れ
ば
﹁
求
�
母
・
換
�
水
﹂

と
い
う
金
運
上
昇
を
願
う
儀
式
も
あ
り

ま
す
︒
こ
の
儀
式
は
ま
ず
︑
神
殿
に
い

3
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る
す
べ
て
の
神
様
を
拝
み
︑
次
に
生
肉
︑

魚
︑
卵
︑
菓
子
な
ど
の
お
供
物
を
虎
爺

の
も
と
へ
持
っ
て
い
き
ま
す
︒
そ
し
て
︑

自
分
の
名
前
︑
住
所
︑
誕
生
日
を
告
げ
︑

水
と
小
銭
の
入
っ
た
器
に
硬
貨
を
1
枚

を
入
れ
︑
自
分
が
入
れ
た
高
価
よ
り
価

値
の
低
い
硬
貨
を1

枚
取
り
出
し
ま
す
︒

お
金
の
入
っ
た
水
が
財
を
呼
び
込
む
と

い
う
考
え
方
な
の
で
︑
硬
貨
に
つ
い
た

水
滴
を
落
と
さ
な
い
こ
と
が
重
要
で

す
︒
最
後
に
硬
貨
を
香
炉
の
上
で
3
回

回
し
︑
小
さ
な
袋
に
入
れ
て
終
了
で
す
︒ 

関
渡
宮
：
財
神
洞

�
投
の
関
渡
宮
は
媽
祖
を
祀
っ
て
お

り
︑
雲
林
の
北
港
朝
天
宮
︑
彰
化
の
鹿

港
�
�
�
と
と
も
に
︑
台
湾
の
三
大
媽

祖
廟
の
一
つ
で
す
︒ 

関
渡
宮
に
は
財
神
洞
と
呼
ば
れ
る
本

堂
の
裏
手
へ
と
続
く
人
工
の
ト
ン
ネ
ル

が
あ
り
ま
す
︒
財
神
洞
は1981

年
か

ら2000

年
に
か
け
て
︑
近
く
の
丘
を

3. 松山慈祐宮の媽祖神は台北の地元住民の宗教生活の中心にあ
ります。（写真・松山慈祐宮）│ 4. 関渡宮は 3世紀に渡る長い
歴史を持った台湾北部にある最古の媽祖廟です。（写真・Zi�lm 
Studio）│ 5. 虎爺に祈りを捧げると巨万の富が得られると言わ
れています。（写真・哥文虎家）

4

5
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4
人
目
は
皇
帝
よ
り
も
裕
福
だ
っ

た
と
い
う
季
倫
財
神
で
︑
﹁
幸
運
の

星
︵
祿
星
︶
﹂
は
中
国
の
神
話
に
も

関
連
し
て
い
ま
す
︒
5
人
目
は
元
朝

末
期
の
大
富
豪
︑
沈
萬
三
で
す
︒
一

説
に
よ
る
と
︑
彼
は
南
京
市
の
建
設

費
の
3
分
の
1
を
出
資
し
た
そ
う
で

す
︒行

天
宮
：
五
恩
主

民
権
路
と
松
江
路
の
交
差
点
に
あ

る
行
天
宮
は
︑
台
北
の
中
で
も
比
較

的
新
し
い
寺
院
の
一
つ
で
す
︒1967

年
に
建
立
さ
れ
︑
20
世
紀
半
ば
の
デ

ザ
イ
ン
を
反
映
し
て
い
ま
す
︒
行
天

宮
の
特
徴
は
︑2014

年
に
お
香
の
使

用
を
廃
止
し
た
こ
と
で
︑
台
湾
で
初

め
て
環
境
に
配
慮
し
た
寺
院
と
し
て

歴
史
に
名
を
刻
み
ま
し
た
︒

6

掘
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
︑
中
に
は

5
人
の
財
神
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
︒

五
路
財
神
と
似
て
い
ま
す
が
︑
こ
れ

ら
の
財
神
は
異
な
る
歴
史
的
背
景
が

あ
り
︑
台
湾
で
人
気
の
あ
る
季
倫
や

沈
萬
三
と
い
っ
た
人
物
が
名
を
連
ね

て
い
ま
す
︒

祀
ら
れ
て
い
る
神
様
の
1
人
目
は
︑

前
述
し
た
趙
公
明
︑
2
人
目
が
天
官

賜
福
で
す
︒
こ
れ
ら
の
財
神
は
旧
暦

の
毎
月
15
日
に
降
臨
し
︑
人
間
の
罪

を
裁
き
︑
祝
福
を
与
え
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
︒
参
拝
者
は
申
請
を
す
る
こ

と
で
︑
仕
事
運
や
金
運
を
向
上
さ
せ

る
ラ
ン
プ
に
明
か
り
を
灯
す
こ
と
が

で
き
ま
す
︒
3
人
目
は
文
比
財
神
︑

ま
た
の
名
を
比
干
王
�
と
言
い
ま
す
︒

伝
説
に
よ
る
と
︑
比
干
は
紀
元
前
10

世
紀
頃
の
人
物
と
さ
れ
て
お
り
︑
実

直
な
性
格
を
し
て
い
ま
し
た
︒
彼
は

冷
酷
な
殷
の
�
王
か
ら
自
ら
の
心
臓

を
切
り
出
す
よ
う
命
じ
ら
れ
︑
こ
れ

に
従
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒ 

6.関渡宮にある財神洞の中には、数十メートルに渡り様々な財神が祀られています。（写真・�渡宮）
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こ
の
寺
院
は
特
に
︑
曹
操
や
諸
葛
亮

と
と
も
に
三
国
志
に
登
場
す
る
有
名

な
武
将
︑
関
羽
を
祀
っ
て
い
る
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
︒
関
羽
も
ま
た
武

財
神
の
一
人
で
す
︒
民
間
伝
承
で
は
︑

関
羽
は
算
術
に
優
れ
︑
会
計
に
も
明

る
く
︑
ま
た
誠
実
さ
を
持
ち
合
わ
せ

た
人
物
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

こ
の
言
い
伝
え
は
︑
ビ
ジ
ネ
ス
に
お

け
る
取
引
先
と
の
関
係
性
向
上
や
企

業
の
繁
栄
や
再
興
を
願
う
人
た
ち
を

惹
き
つ
け
て
い
ま
す
︒

行
天
宮
で
は
関
羽
を
含
む
5
人
の
神

様
が
祀
ら
れ
て
い
て
︑
﹁
五
恩
主
﹂
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
︒
参
拝
者
に
繁
栄
や

祝
福
を
も
た
ら
し
︑
さ
ら
に
災
い
を

避
け
る
力
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま

す
︒
関
羽
以
外
の
神
様
は
︑
唐
の
詩

人
・
呂
洞
賓
︑
か
ま
ど
の
神
様
・
灶

神
張
單
︑
宋
の
道
士
・
王
灵
官
︵
王
天

君
︶
︑
武
穆
王
と
し
て
も
知
ら
れ
る
宋

の
武
将
・
岳
飛
が
い
ま
す
︒ 

ま
た
︑
行
天
宮
で
は
代
表
的
な
伝
統

療
法
で
あ
る
﹁
�
驚
︵
お
祓
い
︶
﹂
を

提
供
し
て
い
ま
す
︒
こ
れ
は
お
祓
い
に

似
て
い
て
︑
職
員
が
依
頼
者
の
名
前
を

聞
き
︑
恩
主
で
あ
る
関
羽
に
名
前
を
伝

え
︑
そ
の
人
を
保
護
す
る
よ
う
依
頼
し

ま
す
︒
こ
れ
ら
の
行
程
は
2
分
ほ
ど
で

終
わ
り
ま
す
︒
行
天
宮
の
参
拝
者
の
多

さ
は
︑
こ
の
寺
院
が
重
要
な
場
所
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
︑
現

代
の
人
々
が
抱
く
熱
烈
な
宗
教
的
要
求

を
反
映
し
て
い
る
た
め
で
す
︒

今
回
紹
介
し
た
寺
院
は
︑
た
だ
金
銭

的
な
意
味
合
い
だ
け
で
な
く
︑
徳
や
経

済
的
な
繁
栄
︑
心
の
調
和
を
得
ら
れ
る

価
値
の
あ
る
場
所
で
す
︒
回
り
続
け
る

運
命
の
輪
の
中
に
お
い
て
︑
財
神
た
ち

は
人
々
に
と
っ
て
の
希
望
と
指
針
を
示

す
灯
台
で
あ
り
︑
あ
ら
ゆ
る
富
が
追
求

す
る
価
値
の
あ
る
宝
で
あ
る
こ
と
を
教

え
て
く
れ
て
い
ま
す
︒ 

7. 行天宮には、生き物を捧げない、金紙を焚き上げない、神様に芝居を捧げない、外部からの寄付を募らない、商業行為を禁止するという
他の寺院とは異なる特徴があります。（写真・台北市観光��局）
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1

書
店
の
再
定
義
：                 

グ
ロ
ー
バ
ル
な
つ
な
が
り
と  

創
造
性
の
受
容

� 
H

sinya Teng, Lin

�
� 

下
山
�
�

�
� 

重
�
書
店
�
�
格
設
計
書
店
�m

oom
 bookshop

�
朋
丁

台
北
に
は1999

年
か
ら
世
界
初
と

な
る
24
時
間
営
業
の
書
店
が
あ
り
ま

す
︒
中
で
も
誠
品
敦
南
店
は2020

年

の
閉
店
ま
で
︑
様
々
な
変
化
を
経
な
が

ら
も
愛
書
家
の
憩
い
の
場
で
あ
り
続

け
ま
し
た
︒
同
店
の
閉
店
後
︑
24
時

間
営
業
の
書
店
は
誠
品
信
義
店
に
引

き
継
が
れ
︑
間
も
な
く
誠
品
松
菸
店

に
移
さ
れ
ま
す
︒
誠
品
書
店
の
存
在

に
よ
っ
て
︑
台
北
に
は
﹁
読
書
の
町
﹂

の
イ
メ
ー
ジ
が
生
ま
れ
︑
世
界
中
で

反
響
を
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
︒

紙
の
書
籍
が
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
苦

境
に
あ
え
ぐ
一
方
で
︑
台
北
の
独
創

的
で
個
性
豊
か
な
書
店
は
相
変
わ
ら

ず
活
況
を
呈
し
て
い
ま
す
︒
多
く
の

書
店
は
︑
店
主
の
ユ
ニ
ー
ク
な
趣
味

や
個
性
を
反
映
し
︑
多
様
で
多
面
的

な
空
間
へ
と
進
化
し
て
き
ま
し
た
︒

こ
れ
は
︑
書
店
と
い
う
物
理
的
な
空

間
が
︑
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で
あ

る
確
た
る
証
拠
で
す
︒
書
店
は
情
熱

的
な
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
集
ま
り
︑
創

造
的
な
感
性
を
磨
き
︑
活
用
す
る
場

所
な
の
で
す
︒

こ
の
記
事
で
ご
紹
介
す
る
4
つ
の

書
店
は
︑
い
ず
れ
も
ア
ー
ト
と
デ
ザ

イ
ン
に
特
化
し
て
お
り
︑
独
自
の
運

営
方
法
︑
空
間
デ
ザ
イ
ン
︑
キ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
︑
こ
の
街
の
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
栄
養
源
と
な

っ
て
い
ま
す
︒

重
本
書
店  

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
葉

忠
宜
氏
が
設
立
し
た
重
本
書
店
は
︑

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
と
タ
イ
ポ

グ
ラ
フ
ィ
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
︒

葉
氏
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
に

対
す
る
情
熱
は
︑
店
内
の
隅
々
に
ま

で
表
れ
て
い
ま
す
︒
店
内
の
デ
ザ
イ

ン
は
﹁
宇
宙
﹂
と
い
う
大
き
な
テ
ー

マ
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
︒

金
属
製
の
本
棚
︑
ノ
イ
ズ
を
軽
減
す
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1. 現在の書店が提供する価値は本だけでなく、お店の雰囲気と空間、
そして人々との関係も含まれます。（写真・重本書店）│ 2-3. 重本
書店は葉忠宜氏が運営する独立書店であり、グラフィックデザイン
とタイポグラフィ印刷を専門としています。（写真・重本書店）

CULTURE ＆ LIFESTYLE

る
発
泡
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
の
天
井
︑

バ
ル
ー
ン
ラ
イ
ト
が
浮
か
ぶ
バ
ー
︑

壁
が
銀
色
に
塗
ら
れ
た
ブ
ー
ス
な
ど

が
あ
り
︑
読
書
に
没
頭
で
き
る
落
ち

着
い
た
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

店
内
に
は
︑
人
間
工
学
に
基
づ
い

た
快
適
さ
と
絶
妙
な
美
し
さ
を
併
せ

持
つ
有
名
な
日
本
の
家
具
メ
ー
カ
ー
︑

天
童
木
工
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
チ
ェ
ア

が
置
か
れ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
2
台

の
手
作
り
ス
ピ
ー
カ
ー
が
設
置
さ
れ
︑

訪
れ
る
人
に
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
音
楽

体
験
を
提
供
し
て
い
ま
す
︒
書
籍
の

セ
レ
ク
ト
か
ら
入
念
に
選
び
抜
か
れ

た
家
具
に
至
る
ま
で
︑
重
本
書
店
は
自

身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
共
有
し
た
が

っ
て
い
る
友
人
の
よ
う
な
存
在
で
す
︒

重
本
書
店
は
様
々
な
業
界
の
専
門

家
と
協
力
し
︑
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
展
示

会
や
料
理
の
創
作
も
行
っ
て
い
ま
す
︒

2

3

例
え
ば
︑
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ

ー
が
企
画
し
た
坂
本
龍
一
展
や
︑
熟

練
の
バ
リ
ス
タ
に
よ
る
﹁
コ
ー
ヒ
ー
・

フ
ァ
イ
ン
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
﹂
な
ど
︑
顧

客
が
デ
ザ
イ
ン
に
没
頭
で
き
る
よ
う
︑

様
々
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
金
曜
日
と
土
曜
日
は
深
夜
0

時
ま
で
営
業
し
て
い
る
た
め
︑
台
北

で
は
珍
し
い
夜
遅
く
ま
で
美
味
し
い

お
酒
と
読
書
を
楽
め
る
お
店
で
す
︒

桑
格
設
計
書
店

1984

年
創
業
の
桑
格
設
計
書
店
は
︑

お
そ
ら
く
台
北
で
最
も
古
い
デ
ザ
イ

ン
関
連
の
書
店
で
す
︒
こ
の
書
店
は

台
北
の
中
心
部
に
あ
る
復
興
北
路
に

ひ
っ
そ
り
と
佇
ん
で
い
ま
す
︒
店
内

に
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
︑
プ

ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
︑
建
築
︑
イ
ン

テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
︑
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
︑
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ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
︑
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
︑
幅
広
い
分
野
の
ア
ー

ト
＆
デ
ザ
イ
ン
関
連
の
書
籍
が
並
び

ま
す
︒
桑
格
設
計
書
店
は
︑
品
揃
え

が
豊
富
で
配
送
も
迅
速
な
オ
ン
ラ
イ

ン
書
店
も
備
え
て
お
り
︑
デ
ザ
イ
ン

の
専
門
家
や
愛
好
家
に
と
っ
て
貴
重

な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

さ
ら
に
︑
数
年
前
の
改
装
で
店
内

が
さ
ら
に
広
く
開
放
的
に
な
り
︑
デ

ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
︑
展
示
会
︑

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が
定
期
的
に
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒2022

年

に
は
︑
翻
訳
・
出
版
の
た
め
の
海
外

デ
ザ
イ
ン
書
籍
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
開
始
し
て
い
ま
す
︒

桑
格
設
計
書
店
は
︑
同
店
は
台
湾
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
協
力
の
も
と
︑
キ
ュ

レ
ー
ト
さ
れ
た
書
籍
に
新
た
な
解
釈

を
与
え
る
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
制
作
し

て
い
ま
す
︒
例
え
ば
今
年
は
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
朱
俊
達
と
コ
ラ
ボ
し
︑
日
本

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
書
籍
﹃
来
る
べ
き

デ
ザ
イ
ナ
ー 

現
代
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ン
の
方
法
と
態
度
﹄
の
表
紙
を

リ
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
︒
ま
た
︑
日

本
の
新
進
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ

ー
40
人
の
作
品
を
紹
介
す
る
繁
体
字

中
国
語
版
を
発
行
し
︑
台
湾
の
読
者

に
海
外
の
デ
ザ
イ
ン
の
最
新
ト
レ
ン

ド
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

m
oom

 bookshop

2016

年
に
オ
ン
ラ
イ
ン
書
店
と
し

て
誕
生
し
たm

oom
 bookshop

は
︑
そ

の
2
年
後
︑
台
北
の
活
気
あ
る
東
区
の

路
地
に
実
店
舗
を
構
え
ま
し
た
︒
同
店

は
︑
写
真
に
特
化
し
た
台
湾
で
は
珍
し

い
書
店
の
一
つ
で
す
︒
そ
の
ミ
ニ
マ
ル

な
空
間
は
︑
多
様
な
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
展
示
す
る
た
め
の
充
実
し
た
キ
ャ
ン

バ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

紙
媒
体
の
書
籍
は
か
け
が
え
の
な

い
も
の
で
あ
る
と
い
う
信
念
の
も
と
︑

店
主
が
厳
選
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
︑
ア

4
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5

6

4. 『来るべきデザイナー 現代グラフィッ
クデザインの方法と態度』 は、2023年に
桑格書店から発売された新刊です。（写
真・桑格設計書店）│ 5. 40年の歴史を持
つサンガー書店は 14階にあります。 慣れ
ていないとちょっと見つけにくい不思議
な本屋さんです。（写真・桑格設計書店）
│ 6. 桑格設計書店の創業者である施安富
氏は、快適な読書空間を提供できるよう
心がけています。（写真・桑格設計書店）
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7. 豊富な蔵書が特徴の moom bookshopでは、主に美術や写真関連の書籍を販売しているほか、不定期に写真展も開催しています。（写真・
moom bookshop）

メ
リ
カ
︑
中
国
︑
日
本
︑
ア
フ
リ
カ

の
写
真
集
︑
雑
誌
︑
美
術
出
版
物
の

ほ
か
︑
台
湾
の
名
著
も
い
く
つ
か
並

ん
で
い
ま
す
︒

地
元
の
読
者
と
国
際
的
な
美
術
出

版
社
と
の
間
の
架
け
橋
で
あ
るm

oom
 

b
ookshop

は
︑
世
界
中
か
ら
独
立
系

出
版
物
を
集
め
た
書
籍
の
宝
庫
で
す
︒

コ
ン
パ
ク
ト
な
ス
ペ
ー
ス
で
す
が
︑

選
り
す
ぐ
り
の
書
籍
が
集
め
ら
れ
て

お
り
︑
有
名
写
真
家
の
全
作
品
が
揃

っ
て
い
ま
す
︒m

oom
 bookshop

は
︑

台
北
の
著
名
な
ク
リ
エ
イ
タ
ー
達
に

と
っ
て
︑
革
新
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を

吸
収
し
︑
新
し
い
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
得
ら
れ
る
︑
隠
れ
た
ス
ポ
ッ

ト
で
も
あ
る
の
で
す
︒

m
oom

 bookshop

で
は
書
籍
に
加

え
︑
写
真
展
や
テ
ー
マ
別
の
ブ
ッ
ク

フ
ェ
ア
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
︒
長
年
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ

の
制
作
に
携
わ
っ
て
き
た
同
店
は
︑

写
真
集
に
命
を
吹
き
込
む
だ
け
で
な

く
︑
さ
ら
に
舞
台
裏
を
語
る
こ
と
で

写
真
家
に
も
焦
点
を
当
て
て
い
ま
す
︒

こ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
S
N
S
で
人
気

を
博
し
︑
台
北
の
写
真
シ
ー
ン
の
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
刺

激
し
ま
し
た
︒

写
真
愛
好
家
に
と
っ
て
︑
こ
の
お
店

は
単
な
る
書
店
で
は
な
く
︑
芸
術
的

な
視
野
を
広
げ
︑
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
得
ら
れ
る
︑
心
地
よ
い
場
所

な
の
で
す
︒

朋
丁

2016

年
に
設
立
さ
れ
た
朋
丁
は
︑

中
山
北
路
一
段
の
条
通
商
圏
に
あ
る

古
い
3
階
建
て
の
集
合
住
宅
に
あ
り

ま
す
︒
リ
ノ
ベ
さ
れ
た
店
内
は
︑
書

籍
︑
ア
ー
ト
の
展
示
︑
そ
し
て
美
味

し
い
飲
み
物
が
シ
ー
ム
レ
ス
に
融
合

し
た
多
機
能
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い

ま
す
︒
長
年
に
わ
た
り
︑
さ
ま
ざ
ま

な
運
営
方
法
を
模
索
し
て
き
た
結
果
︑

7
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8. 溜まった水のイメージが朋丁のブランドコンセプトで、お店という空間は多角的な想像力を披露するためのプラットフォームであり、人々に豊
かな成長を促す場となっています。（写真・朋丁）

朋
丁
は
自
ら
を
︑
台
北
の
活
気
溢
れ

る
文
化
芸
術
の
拠
点
と
し
て
再
定
義

す
る
に
至
り
ま
し
た
︒

創
業
者
で
あ
り
︑
出
版
と
プ
ロ
ダ
ク

ト
デ
ザ
イ
ン
の
経
歴
︑
そ
し
て
芸
術

へ
の
情
熱
を
持
つ
陳
依
秋
氏
さ
ん
と

Kenyon Yeh

氏
さ
ん
は
︑
企
画
︑
編

集
︑
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発
想
の
プ

ロ
と
し
て
の
技
能
を
組
み
合
わ
せ
︑

こ
の
書
店
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
︒
英

語
の
﹁ponding

︵
滞
水
︶
﹂
に
由
来

す
る
店
名
の
通
り
︑
朋
丁
は
エ
キ
サ

イ
テ
ィ
ン
グ
な
変
容
の
中
で
再
構
成

さ
れ
繁
栄
す
る
︑
魅
力
的
な
要
素
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集
ま
る
場
所
と
い
え

ま
す
︒

朋
丁
は
︑
世
界
中
の
独
立
系
出
版

物
︑
雑
誌
︑
Z
I
N
E
︑
ア
ー
ト
作
品

を
キ
ュ
レ
ー
ト
す
る
︑
賑
や
か
な
ハ

ブ
と
し
て
も
機
能
し
て
い
ま
す
︒
こ

の
書
店
は
年
間
を
通
じ
︑
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
︑
職
人
︑
写
真
家
︑
家
具

デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
︑
多
様
な
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
を
集
め
た
展
示
会
や
セ
ミ
ナ

ー
を
数
多
く
開
催
し
て
い
ま
す
︒

彼
ら
は
訪
れ
た
人
が
ク
リ
エ
イ
タ

ー
と
の
対
話
を
通
じ
て
イ
ン
ス
ピ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
刺
激
で
き
る
︑
充
実
し

た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
で
き

る
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
デ
ザ
イ
ン

し
ま
す
︒
陳
氏
と
Y
e
h
氏
の
丁
寧

な
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
入
念
な
再
編

集
に
よ
っ
て
︑
ア
ー
ト
は
新
た
な
次

元
に
到
達
し
た
と
言
え
ま
す
︒
そ
の

過
程
で
︑
朋
丁
は
従
来
の
書
店
の
定

義
を
超
越
す
る
存
在
と
な
り
ま
し
た
︒

創
業
者
が
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
及
び
イ
ベ

ン
ト
主
催
者
を
務
め
て
い
る
こ
と
も
︑

そ
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
ま
す
︒

言
う
な
れ
ば
︑
こ
う
し
た
審
美
的
な

書
店
に
よ
っ
て
︑
芸
術
は
過
去
の
書

店
の
枠
組
み
か
ら
脱
却
し
︑
多
様
か

つ
意
外
な
環
境
で
繁
栄
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
の
で
す
︒

8
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1

ACT for Anim
als

、

動
物
保
護
の
革
新 

� 

リ
ッ
ク
・
シ
ャ
レ
ッ
ト

�
� 

下
山
�
� 

�
� 

台
湾
愛
克
特
動
物
重
生
救
援
協
会

台
湾
で
は
た
び
た
び
野
良
動
物
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
︒
こ
こ
数
十

年
︑
台
湾
社
会
に
お
い
て
ペ
ッ
ト
は
︑

大
き
な
人
気
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
︑

特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

時
に
は
保
護
動
物
の
里
親
が
急
増
し

ま
し
た
︒
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
飼

育
放
棄
も
深
刻
化
し
て
お
り
︑
動
物

に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
体
制
も
見
直
し

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

 

2017

年
︑
台
湾
は
保
護
動
物
の
殺
処

分
を
禁
止
し
ま
し
た
が
︑
こ
れ
が
す
で

に
乏
し
か
っ
た
公
的
な
動
物
保
護
施
設

の
リ
ソ
ー
ス
を
よ
り
圧
迫
し
た
た
め
︑

様
々
な
団
体
が
保
護
活
動
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒
中
で
も
特
筆
す

べ
き
団
体
は
︑2019

年
に
台
湾
人
の
徐

若
菁
︵
シ
ュ
ー
・
ル
オ
ジ
ン
︶
氏
︑
イ

ギ
リ
ス
人
の
シ
ョ
ー
ン
・
マ
コ
ー
マ
ッ

ク
氏
の
国
際
カ
ッ
プ
ル
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
たACT for Anim

als

︵
台
湾
愛
克
特
動

物
重
生
救
援
協
会
︶
で
す
︒
本
誌
で
は

A
C
T
の
理
事
長
で
あ
る
徐
氏
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
︑
同
N
G
O
の
レ
ス

キ
ュ
ー
活
動
︑
台
北
／
台
湾
の
野
良
動

物
の
現
状
︑
他
国
と
の
動
物
ケ
ア
の
方

法
の
違
い
︑
そ
し
て
将
来
の
希
望
に
つ

い
て
う
か
が
い
ま
し
た
︒ 

ACT for A
nim

als

の
活
動
内
容

﹁
私
た
ち
は
︑
台
湾
全
土
︑
特
に
北

部
で
苦
し
む
野
良
動
物
や
野
生
動
物
に

対
し
︑
獣
医
に
よ
る
24
時
間
体
制
の
緊

急
診
療
を
提
供
し
︑
動
物
た
ち
の
生
活

が
変
わ
る
機
会
を
模
索
し
て
い
ま
す
﹂

と
徐
氏
は
言
い
ま
す
︒
﹁
私
た
ち
は
主

に
保
護
︑
リ
ハ
ビ
リ
︑
ケ
ア
︑
里
親
探

し
に
注
力
し
て
い
ま
す
が
︑
故
意
に
動

1. ACT for Animalsの創設者である
徐若菁氏とショーン氏は野良動
物の支援に力を入れており。│ 2. 
ACT for Animalsは、野良動物に対
する 24時間体制の救助、医療、
保護サービスを提供しています。
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物
に
危
害
を
加
え
る
人
た
ち
を
法
で
裁

く
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
﹂ 

︒

こ
の
N
G
O
で
は
︑
年
間
約100

頭

の
犬
と
60
頭
の
猫
を
保
護
し
て
い
ま

す
︒
そ
の
大
半
は
︑
違
法
な
イ
ノ
シ
シ

罠
な
ど
の
犠
牲
に
な
っ
た
動
物
で
︑
重

傷
を
負
っ
た
状
態
で
す
︒
現
在
は
︑
3

つ
の
保
護
区
で
約300

頭
の
動
物
を
保

護
し
て
い  

ま
す
︒

 

徐
氏
は
も
と
も
と
大
の
動
物
好
き

で
︑
10
年
ほ
ど
前
に
︑
マ
コ
ー
マ
ッ
ク

さ
ん
が
以
前
関
わ
っ
て
い
た
N
G
O

の
動
物
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
求
人
に
応

募
し
ま
し
た
︒
﹁
子
供
の
頃
の
私
の

夢
の
ひ
と
つ
は
︑
野
良
動
物
の
た
め
の

ド
ッ
グ
パ
ー
ク
を
作
る
こ
と
で
し
た
﹂

と
徐
氏
は
話
し
ま
す
︒
当
時
︑
徐
氏

は
地
上
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
チ
ャ
イ
ナ

エ
ア
ラ
イ
ン
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
︑

自
分
の
仕
事
に
ほ
と
ん
ど
情
熱
を
感

じ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
︒
そ
の
た
め
︑

よ
り
有
意
義
な
仕
事
に
携
わ
る
チ
ャ

ン
ス
に
飛
び
つ
い
た
の
で
す
︒ 

動
物
愛
護
に
対
す
る

市
民
の
意
識
の
変
化 

徐
氏
に
よ
れ
ば
︑
数
十
年
前
の
台
湾

で
は
野
良
の
動
物
が
が
よ
く
見
ら
れ
た

そ
う
で
す
︒
人
々
は
︑
限
ら
れ
た
居
住

空
間
で
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
の
責
任
を

理
解
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
︒
仕
事
や

学
業
の
た
め
に
台
北
に
引
っ
越
し
た
も

の
の
︑
ペ
ッ
ト
を
飼
う
の
に
適
し
て
い

な
い
賃
貸
市
場
に
直
面
し
た
﹁
北
漂

︵
中
南
部
か
ら
首
都
に
行
っ
て
き
た
人

た
ち
︶
﹂
に
よ
っ
て
︑
こ
の
状
況
は
さ

ら
に
悪
化
し
ま
し
た
︒

し
か
し
︑
こ
の
20
年
間
で
状
況
は
大

き
く
変
わ
っ
た
と
徐
氏
は
言
い
ま
す
︒

﹁
私
は
国
レ
ベ
ル
で
も
地
方
レ
ベ
ル
で

も
台
湾
政
府
を
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
ま

す
︒
例
え
ば
台
北
で
は
︑
郊
外
の
一
部

を
除
き
︑
野
良
犬
を
ほ
ぼ
見
か
け
る
こ

と
が
な
く
な
り
ま
し
た
﹂
︒
多
く
の
緑

地
が
新
た
に
造
成
さ
れ
︑
動
物
保
護
法

が
成
立
し
︑
台
北
市
動
物
保
護
所
も
設

立
さ
れ
ま
し
た
︒
さ
ら
に
︑
政
府
と
各

N
G
O
が
動
物
福
祉
教
育
に
取
り
組

ん
だ
結
果
︑
多
く
の
保
護
施
設
が
誕
生

し
ま
し
た
︒
徐
氏
は
︑
﹁
私
た
ち
は
︑

す
べ
て
の
動
物
に
対
す
る
人
道
的
な
扱

い
に
お
い
て
︑
台
湾
が
ア
ジ
ア
の
リ
ー

ダ
ー
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま

す
﹂
と
続
け
ま
す
︒

台
北
市
動
物
保
護
所
は
︑
飼
え
な
く

な
っ
た
動
物
の
引
き
取
り
や
里
親
探

し
︑
大
型
動
物
の
保
護
施
設
の
管
理

な
ど
︑
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
︒
年
間
︑
約
1
万
件
の
通

報
が
あ
り
︑
犬
と
猫
は
約
1300

頭
︑

そ
の
他
の
動
物
は4000

頭
を
保
護
し

て
い
ま
す
︒
医
療
介
入
が
必
要
な
動

物
は
24
あ
る
提
携
施
設
の
い
ず
れ
か

に
送
ら
れ
︑
さ
ら
な
る
治
療
を
受
け

ま
す
︒

 

市
は2022
年
末
︑
救
助
を
要
す
る
動

物
の
通
報
や
動
物
の
保
護
に
関
す
る
問

合
せ
を
受
け
付
け
る
︑
24
時
間
体
制
の

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
︵
1
9
5
9
︶
を
新
た
に

開
設
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
︒
今

年
は
市
政
府
の
公
式
L
I
N
E
ア
カ
ウ

ン
ト
に
動
物
保
護
通
報
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
︑
救
助
が
必
要
な
野
生
動
物
に
関

す
る
動
画
︑
画
像
︑
情
報
を
ア
ッ
プ
ロ

ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
︒

ま
た
︑
12
の
行
政
区
の
そ
れ
ぞ
れ
に

少
な
く
と
も
1
か
所
︑
合
計
約
20
か
所

の
専
用
ド
ッ
グ
パ
ー
ク
を
開
設
し
て
い

ま
す
︒
動
物
に
よ
り
良
い
生
活
空
間
を

提
供
す
る
た
め
︑
近
年
で
は
ペ
ッ
ト
パ

ー
ク
の
施
設
を
積
極
的
に
拡
張
し
︑
保

護
施
設
を
改
修
す
る
計
画
を
立
て
て
い

ま
す
︒
さ
ら
に
︑
今
年
は
﹁
動
物
保
護

2
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教
室
﹂
を
開
設
し
︑
動
物
を
引
き
取
る

前
に
1
時
間
の
講
習
を
受
け
る
こ
と
を

義
務
付
け
ま
し
た
︒   

他
国
と
比
較
し
た
台

北
の
現
在
の
エ
コ
ロ

ジ
ー

他
国
に
お
け
る
多
く
の
動
物
救
護
・

リ
ハ
ビ
リ
団
体
と
は
異
な
り
︑ACT for 

Anim
als

で
は
国
際
的
な
里
親
探
し
を
行

っ
て
い
ま
せ
ん
︒
﹁
追
跡
が
非
常
に
難

し
く
︑
動
物
が
他
国
で
捨
て
ら
れ
︑
再

び
保
護
施
設
に
送
ら
れ
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
た
め
で
す
﹂
と
徐
氏
︒
﹁
現
在
︑

私
た
ち
が
見
つ
け
る
里
親
の
ほ
と
ん
ど

は
台
湾
に
住
む
外
国
人
で
︑
彼
ら
は
台

湾
を
離
れ
る
と
き
に
動
物
も
連
れ
て
行

き
ま
す
﹂
と
彼
女
は
続
け
ま
す
︒
以
前

の
台
湾
で
は
︑
保
護
さ
れ
た
野
良
動
物
︑

特
に
外
見
が
損
な
わ
れ
た
動
物
を
引
き

取
り
た
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
︑
そ
う

い
っ
た
姿
勢
に
も
徐
々
に
変
化
が
生
ま

れ
︑
こ
の
よ
う
な
動
物
の
境
遇
に
対
す

る
理
解
と
共
感
が
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
︒

 

殺
処
分
ゼ
ロ
政
策
に
よ
り
︑
公
私
の

保
護
施
設
が
圧
迫
さ
れ
︑
リ
ソ
ー
ス
は

限
界
に
達
し
て
い
ま
す
︒
徐
氏
に
よ
る

と
︑
敷
地
不
足
の
た
め
一
部
の
保
護
施

設
は
非
常
に
手
狭
と
な
り
︑
ほ
と
ん
ど

の
動
物
を
ケ
ー
ジ
に
入
れ
て
飼
育
し
て

い
る
そ
う
で
す
︒ACT for Anim

als

は
︑
保

護
施
設
で
は
な
く
保
護
区
を
運
営
し
︑

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
︑
北
米
︑
日
本
な
ど
他
国

の
運
営
方
法
か
ら
最
良
の
も
の
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
︒
﹁
広
い
土
地
と
た
く

さ
ん
の
芝
生
が
広
が
る
︑
屋
外
の
庭
の

よ
う
に
よ
り
自
然
な
場
所
で
︑
ケ
ー
ジ

に
入
れ
ら
れ
た
り
屋
内
で
暮
ら
し
た
り

す
る
の
で
は
な
く
︑
外
で
自
然
に
過
ご

せ
る
施
設
を
運
営
し
て
い
ま
す
﹂
︒
彼

女
た
ち
は
現
在
︑
犬
用
の
保
護
区
を
2

つ
と
猫
用
の
家
を
運
営
し
て
い
ま
す
︒

猫
用
の
家
は
﹁
キ
ャ
ッ
ツ
ク
レ
イ
ド
ル
﹂

と
も
呼
ば
れ
︑
猫
た
ち
は
屋
内
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
が
︑
外
で
も
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

 

﹁
政
府
が
N
G
O
と
協
力
し
︑
膨
大

な
数
の
動
物
に
対
処
し
な
い
限
り
︑
台

湾
が
真
の
意
味
で
殺
処
分
ゼ
ロ
の
国
に

な
る
こ
と
は
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
︒

私
た
ち
は
︑
非
常
に
大
き
な
保
護
区
を

建
設
・
運
営
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
︒
政
府
は
︑
里
親
に
出
せ
な

い
︑
ま
た
は
里
親
が
見
つ
か
る
可
能
性

の
低
い
動
物
を
私
た
ち
の
保
護
施
設
に

移
す
こ
と
で
︑
広
大
で
人
道
的
な
保
護

施
設
の
建
設
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
︒
ま
た
︑
政
府
の
保
護
施
設
や
資

源
は
︑
﹃
よ
り
簡
単
な
﹄
ケ
ー
ス
に
注

力
し
︑
里
親
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能
す

る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
︒
こ
れ
に

よ
り
︑
人
々
を
保
護
施
設
か
ら
遠
ざ
け

て
し
ま
う
︑
攻
撃
的
で
︑
あ
ま
り
魅
力

的
で
は
な
い
動
物
が
目
に
入
ら
な
く
な

る
の
で
︑
里
親
も
見
つ
か
り
や
す
く
な

る
で
し
ょ
う
﹂
と
徐
氏
は
語
り
ま
す
︒

心
に
残
る
感
動
的
な

保
護
物
語

ACT for Anim
als

は
保
護
区
の
運
営
以

外
に
︑
違
法
な
罠
に
か
か
っ
た
動
物
の

保
護
活
動
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
︒
違
法

捕
獲
の
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
野
生
の
イ

ノ
シ
シ
で
す
︒
﹁
イ
ノ
シ
シ
が
一
頭
あ

3. 3年前に保護された猫のモカは、新しい環境に
適応できずに最初の里親に捨てられました。その
後、イギリス出身のミーガン氏に暖かく迎えられ
たことで環境に馴染み、近々ミーガン氏はモカを
連れてイギリスへ戻る予定です。

3
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た
り
少
な
く
と
も
3
万
台
湾
ド
ル
で
取

引
さ
れ
る
の
で
す
﹂
と
徐
氏
は
言
い
ま

す
︒
﹁
こ
う
し
た
密
猟
者
を
起
訴
︑

収
監
す
る
に
は
写
真
や
動
画
を
撮
影

し
︑
現
行
犯
逮
捕
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
︒
不
可
能
に
思
え
ま
す
が
︑
私
達

は
実
際
に
結
果
を
出
し
て
い
ま
す
﹂
︒

彼
女
に
よ
れ
ば
︑
マ
コ
ー
マ
ッ
ク
さ
ん

は
︑
傷
つ
い
た
動
物
を
よ
り
多
く
救
助

す
る
た
め
に
密
猟
者
の
行
動
パ
タ
ー
ン

を
分
析
し
て
い
ま
す
︒
密
猟
者
が
枝
な

ど
を
切
り
落
と
し
て
作
ら
れ
る
不
自
然

な
景
観
を
確
認
す
る
こ
と
で
︑
密
猟
者

が
使
う
経
路
を
特
定
し
て
い
る
そ
う
で

す
︒
そ
の
後
︑
そ
う
い
っ
た
ポ
イ
ン
ト

に
は
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
が

設
置
さ
れ
ま
す
︒

 

﹁
私
た
ち
は
︑
政
府
機
関
と
協
力
し

て
密
猟
者
を
通
報
し
て
い
ま
す
︒
ま

た
︑
野
良
動
物
の
通
報
が
政
府
とACT 

for Anim
als

に
重
複
し
て
入
っ
た
場
合
︑

連
携
し
て
保
護
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

協
力
体
制
を
確
立
し
て
い
ま
す
﹂
と
徐

氏
︒
﹁
密
猟
者
を
通
報
す
る
際
に
は
︑

と
し
て
い
る
の
で
す
︒
こ
れ
に
よ
り
︑

過
密
状
態
の
公
立
保
護
施
設
か
ら
犬

や
猫
を
引
き
取
る
こ
と
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
﹂ 

︒

彼
女
は
︑
﹁
攻
撃
的
︑
野
生
的
︑
障

害
が
あ
る
﹂
と
い
っ
た
理
由
で
里
親
が

見
つ
か
ら
な
い
動
物
た
ち
が
︑
寿
命
ま

で
幸
せ
に
過
ご
せ
る
保
護
施
設
を
作
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑ACT 

for Anim
als

は
政
府
と
連
携
し
︑
台
北

や
そ
の
他
の
都
市
に
﹁
人
々
に
近
す
ぎ

ず
︑
遠
す
ぎ
な
い
﹂
里
親
セ
ン
タ
ー
を

建
設
し
た
い
と
も
考
え
て
い
る
そ
う
で

す
︒
手
の
か
か
ら
な
い
犬
を
各
セ
ン
タ

ー
に
20
～
30
頭
収
容
し
︑
人
々
に
見
に

来
て
も
ら
い
︑
引
き
取
り
を
促
す
と
い

政
府
が
追
跡
で
き
る
よ
う
︑
犯
人
の

車
両
の
ナ
ン
バ
ー
も
特
定
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
﹂
︒
こ
れ
は
危
険
を
伴
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
︒
か
つ
て
︑
マ
コ
ー

マ
ッ
ク
さ
ん
と
も
う
一
人
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
林
の
中
で
カ
メ
ラ
を
確
認
し
て

い
た
際
︑
武
装
し
た
密
猟
者
が
現
れ
︑

な
ぜ
邪
魔
を
す
る
の
か
と
不
満
を
漏

ら
し
た
と
言
い
ま
す
︒
ま
た
︑ACT for 

Anim
als

で
は
︑
免
許
を
持
つ
猟
師
ら

に
も
箱
罠
な
ど
人
道
的
な
装
置
の
使
用

を
奨
励
し
︑
誤
っ
て
捕
獲
し
た
動
物
は

逃
が
す
よ
う
働
き
か
け
て
い
ま
す
︒

将
来
の
夢

﹁A
C

T for A
nim

als

の
犬
用
保
護
区

は
現
在
︑
移
転
の
最
中
で
す
﹂
と
徐

氏
は
言
い
ま
す
︒
同
N
G
O
は
︑
法

的
な
許
認
可
手
続
き
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
︒
﹁
政
府
と
協
力
し
︑
近

隣
住
民
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
︑

人
口
密
集
地
か
ら
離
れ
た
平
坦
で
賃

貸
料
も
手
頃
な
国
有
地
を
借
り
よ
う

う
形
で
す
︒
こ
の
よ
う
な
環
境
を
作
る

こ
と
で
︑
願
わ
く
ば
里
親
が
増
え
︑
そ

れ
に
よ
っ
て
施
設
の
過
負
荷
と
リ
ソ
ー

ス
不
足
が
解
消
さ
れ
︑
よ
り
多
く
の
保

護
と
リ
ハ
ビ
リ
が
可
能
に
な
り
ま
す
︒

 

﹁
初
の
試
み
で
す
が
︑
私
は
な
ん
と

か
や
り
遂
げ
た
い
と
決
意
し
ま
し
た
︒

そ
の
た
め
に
は
農
務
省
︑
動
物
保
護

局
︑
政
府
の
財
産
管
理
部
門
︑
そ
の
他

各
公
的
機
関
と
の
調
整
が
必
要
と
な
る

で
し
ょ
う
﹂
と
徐
氏
は
言
い
ま
す
︒
国

民
の
意
識
向
上
と
保
護
・
リ
ハ
ビ
リ
活

動
の
将
来
に
つ
い
て
前
向
き
な
彼
女

は
︑
﹁
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
め
ば

必
ず
実
現
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
！
﹂
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
︒4. 徐若菁氏は、将来的により広くて快

適な動物保護施設を作りたいと考えて
います。

4
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台北 101カウントダウン��はいつも「台北� High�年城 カウントダウンパーティー」を��潮に盛り上げます�
 (Photo・Maggie Huang)
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FOOD & DRINKSFOOD & DRINKS

台
北
市
は
今
年
開
催
さ
れ
た
﹃
ハ
ラ

ー
ル
・
イ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
グ
ロ
ー
バ

ル
サ
ミ
ッ
ト
2
0
2
3
﹄
で
﹁
最
も
可

能
性
の
あ
る
ム
ス
リ
ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
都
市
︵
非
O
I
C
︶
﹂
に
選
ば
れ
ま

し
た
︒
台
北
市
の
異
文
化
に
対
す
る
寛

容
性
に
加
え
︑
台
北
市
政
府
と
市
民
に

よ
る
世
界
中
の
人
々
に
と
っ
て
よ
り
フ

レ
ン
ド
リ
ー
で
包
括
的
な
環
境
を
目
指

す
姿
勢
が
評
価
さ
れ
︑
こ
の
栄
誉
を
獲

得
す
る
に
至
り
ま
し
た
︒

台
北
の
一
部
の
地
域
で
は
︑
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
人
︑
マ
レ
ー
シ
ア
人
︑
中
東

人
︑
中
華
系
の
ム
ス
リ
ム
な
ど
世
界

各
地
の
イ
ス
ラ
ム
地
域
出
身
者
た
ち

の
交
流
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ム
文
化
的

な
景
観
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
︒

そ
う
し
た
変
化
は
︑
台
北
に
点
在
す

る
美
し
さ
と
美
味
し
さ
を
兼
ね
備
え

た
数
多
く
の
ム
ス
リ
ム
料
理
か
ら
も

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
台
北
の
ム

ス
リ
ム
料
理
は
多
種
多
様
で
す
が
︑

一
つ
確
か
な
こ
と
は
そ
の
ど
れ
も
が

ハ
ラ
ー
ル
と
い
う
こ
と
で
す
︒

﹁
ハ
ラ
ー
ル
﹂
は
ア
ラ
ビ
ア
語
で

﹁
許
さ
れ
た
も
の
﹂
を
意
味
し
︑
ハ

ラ
ル
フ
ー
ド
は
コ
ー
ラ
ン
で
定
め
ら

れ
た
規
則
に
従
っ
て
加
工
さ
れ
た
食

品
を
指
し
ま
す
︒
規
則
に
は
豚
肉
を

食
さ
な
い
︑
動
物
を
苦
し
ま
せ
ず
に

屠
殺
す
る
︑
屠
殺
の
過
程
で
﹁
ア
ッ

ラ
ー
は
偉
大
な
り
﹂
と
唱
え
る
こ
と

な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

今
回
紹
介
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
は
東

南
ア
ジ
ア
︑
南
ア
ジ
ア
︑
中
国
と
関

わ
り
が
あ
る
お
店
で
す
︒
ど
の
お
店

も
料
理
の
レ
ベ
ル
が
高
い
だ
け
で
な

く
︑
ナ
シ
パ
ダ
ン
︵
パ
ダ
ン
地
方
の

料
理
︶
や
東
南
ア
ジ
ア
の
ミ
ル
ク
テ

ィ
ー
な
ど
各
地
域
の
定
番
料
理
に
︑

海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
で
採
れ
る
香
り

豊
か
な
ハ
ー
ブ
や
ス
パ
イ
ス
を
使
用

し
て
作
っ
た
ハ
ラ
ル
フ
ー
ド
を
提
供

し
て
い
ま
す
︒

ム
ス
リ
ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー　

 
台
北
の
ハ
ラ
ル
フ
ー
ド
ガ
イ
ド

� 

朱
寬
元 

�
� 

下
山
�
� 

�
� 

朱
寬
元
�
阿
里
巴
巴
的
厨
房

1
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FOOD & DRINKSFOOD & DRINKS

大
馬
厨
房
：         

マ
レ
ー
シ
ア
料
理 

ヌ
ー
ル
・
ア
デ
ィ
バ
・
ビ
ン
テ
ィ
・

ア
ダ
ン
ミ
氏
が
経
営
す
る
マ
レ
ー
シ

ア
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
︑
內
湖
科

技
園
区
に
あ
る
ア
ジ
ア
ン
ス
タ
イ
ル

の
情
熱
を
提
供
す
る
お
店
で
す
︒

こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
一
番
人
気
は

ア
ヤ
ム
・
ゴ
レ
ン
・
ブ
ル
ン
パ
︒
ス
パ

イ
ス
に
漬
け
込
ん
で
揚
げ
た
チ
キ
ン

は
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
と
て
も
美
味
し
く
︑

東
南
ア
ジ
ア
風
の
ソ
ー
ス
や
そ
の
他

の
お
か
ず
と
も
相
性
は
抜
群
︒
ア
ジ
ア

料
理
が
好
き
な
人
に
お
す
す
め
で
す
︒

ま
た
︑
こ
の
お
店
の
ナ
シ
レ
マ
は
台

湾
一
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒
ナ
シ
レ

マ
は
コ
コ
ナ
ッ
ツ
う
ぉ
ー
た
ー 

で
具

材
を
蒸
し
︑
様
々
な
ハ
ー
ブ
を
加
え

る
こ
と
で
香
り
豊
か
な
味
わ
い
が
堪

能
で
き
ま
す
︒

マ
レ
ー
シ
ア
の
チ
ャ
イ
と
し
て
知

ら
れ
る
テ
ー
タ
リ
ッ
ク
は
︑
ミ
ル
ク

テ
ィ
ー
に
複
数
の
ス
パ
イ
ス
や
ハ
ー

ブ
を
加
え
る
こ
と
で
香
り
を
高
め
た

濃
厚
で
味
わ
い
深
い
飲
み
物
で
す
︒

オ
ー
ナ
ー
の
ア
ダ
ン
ミ
氏
は
︑
﹁
私

は
美
味
し
い
ハ
ラ
ル
フ
ー
ド
が
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
︒
な
の
で
気
軽
に
来

て
く
だ
さ
い
﹂
と
笑
顔
で
語
り
ま
す
︒

ム
ス
リ
ム
の
人
た
ち
に
対
す
る
温
か

い
彼
女
の
姿
勢
か
ら
は
︑
美
味
し
い

ハ
ラ
ル
フ
ー
ド
を
提
供
し
た
い
と
い

う
想
い
が
溢
れ
て
い
ま
す
︒

1. ハラルフードの代表料理、大皿に盛
り付けた魚、チキン、ラムの窯焼き。
（写真・阿里巴巴的�房）│ 2. 大馬�
房はマレー人のオーナーが経営する、
美味しい東南アジア料理を提供するお
店です。（写真・朱寬元）

2
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阿
里
巴
巴
的
厨
房
：

イ
ン
ド
風
料
理

阿
里
巴
巴
的
�
房
は
︑
台
北
の
レ

ス
ト
ラ
ン
の
中
で
も
最
高
レ
ベ
ル
の

評
価
を
受
け
て
い
る
お
店
で
す
︒
パ

キ
ス
タ
ン
人
で
ム
ス
リ
ム
の
ム
ハ
ン

マ
ド
・
ア
リ
氏
が
開
い
た
こ
の
レ
ス

ト
ラ
ン
は
︑
現
在
は
ご
家
族
の
方
が

2
代
目
と
し
て
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
︒

台
北
で
育
っ
た
彼
ら
は
︑
こ
の
街
に

深
く
根
付
い
て
い
る
自
身
の
文
化
で

あ
る
︑
本
物
の
ハ
ラ
ル
フ
ー
ド
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
︒

台
北
で
30
年
以
上
続
く
こ
の
レ
ス

ト
ラ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
︑
全
て
の

料
理
が
ハ
ラ
ー
ル
で
あ
り
︑
本
場
の

イ
ン
ド
料
理
で
あ
る
こ
と
︒
そ
の
た

め
に
︑
シ
ェ
フ
は
イ
ン
ド
人
を
採
用

し
︑
厨
房
機
器
と
ス
パ
イ
ス
の
大
半

は
︑
イ
ン
ド
か
ら
厳
選
し
た
物
を
輸

入
し
て
い
ま
す
︒
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中
で
も
特
に
お
す
す
め
な
の
は
ビ

リ
ヤ
ニ
と
い
う
料
理
で
す
︒
ス
パ
イ

ス
︑
野
菜
と
お
肉
を
炒
め
て
旨
味
を

出
し
︑
そ
の
中
に
米
を
入
れ
て
じ
っ

く
り
煮
込
み
ま
す
︒
そ
れ
か
ら
混
ぜ

て
︑
お
い
し
い
料
理
に
な
り
ま
す
︒

タ
ン
ド
リ
ー
ミ
ッ
ク
ス
グ
リ
ル
は

ロ
ー
ス
ト
し
た
魚
︑
チ
キ
ン
︑
ラ
ム

を
タ
ン
ド
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
オ
ー
ブ

ン
で
窯
焼
き
に
し
た
料
理
で
す
︒
こ

の
お
店
で
は
チ
キ
ン
を
ス
パ
イ
ス
と

ヨ
ー
グ
ル
ト
に
漬
け
込
み
︑
イ
ン
ド

か
ら
輸
入
し
た
タ
ン
ド
ー
ル
で
焼
き

上
げ
て
い
ま
す
︒
ラ
ム
と
魚
も
ス
パ

イ
ス
が
効
い
て
い
る
の
で
絶
品
で
す
︒

2
代
目
オ
ー
ナ
ー
の
ム
ハ
ン
マ
・

ウ
サ
マ
氏
は
︑
﹁
当
店
で
は
ム
ス
リ

ム
の
方
も
︑
そ
う
で
な
い
方
も
楽
し

め
る
ハ
ラ
ル
フ
ー
ド
と
本
場
イ
ン
ド

料
理
を
提
供
し
て
い
ま
す
﹂
と
語
っ

て
い
ま
す
︒

3. 阿里巴巴的厨房では多様で美味しいインド料理
を提供しています。（写真・阿里巴巴的�房）│
4-5. スパイスで味付けしたジャガイモと野菜のピ
ューレを詰めたこのサクサクした三角団子は、ベ
ジタブル ソムサとして知られ、インド料理のおい
しい前菜です。（写真・朱寬元）

35

4
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ま
た
︑
台
湾
ド
ル
が
足
り
な
か
っ

た
ド
バ
イ
人
が
外
貨
を
置
い
て
い
っ

た
こ
と
に
始
ま
り
︑
テ
ー
ブ
ル
の
上

に
は
様
々
な
国
の
人
た
ち
が
署
名
を

し
た
各
国
の
紙
幣
が
飾
ら
れ
て
お
り
︑

お
店
の
歴
史
と
多
様
性
を
感
じ
さ
せ

ま
す
︒

30
年
間
︑
世
界
中
の
ム
ス
リ
ム
を
喜

ば
せ
て
き
た
マ
ー
氏
は
今
も
情
熱
に

あ
ふ
れ
て
い
て
︑
﹁
各
国
の
ム
ス
リ

ム
が
つ
な
が
る
こ
と
は
︑
と
て
も
嬉

し
い
こ
と
で
す
﹂
と
語
っ
て
い
ま
す
︒

清
真
黄
牛
肉
麺
館 

&
張
家
清
真
黄
牛
肉

麺
館
：
台
湾
料
理

台
湾
で
牛
肉
麺
と
言
え
ば
絶
対
に
食

べ
て
お
き
た
い
グ
ル
メ
の
一
つ
で
す
︒

台
北
で
は
ム
ス
リ
ム
の
人
た
ち
に
向
け

た
︑
清
真
黄
牛
肉
麺
館
︑
張
家
清
真
黄

牛
肉
麺
館
な
ど
ハ
ラ
ル
フ
ー
ド
を
提
供

し
て
い
る
お
店
が
あ
り
ま
す
︒

昆
明
園
：
中
華
料
理 

中
国
南
部
で
長
年
ム
ス
リ
ム
と
し
て

暮
ら
し
て
い
た
ヤ
コ
ブ
・
マ
ー
氏
の
祖

先
は
︑
20
世
紀
前
半
に
台
湾
へ
移
住
︒

1993

年
︑
マ
ー
氏
は
祖
母
と
母
の
出
身

地
で
あ
る
中
国
�
南
部
の
昆
明
市
の
名

前
を
冠
し
た
ム
ス
リ
ム
レ
ス
ト
ラ
ン
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
︒

こ
の
お
店
の
お
す
す
め
料
理
の
一

つ
は
︑
ミ
ャ
ン
マ
ー
料
理
に
シ
ェ
フ
が

ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
﹁
辣
醤
蝦
﹂
と

い
う
エ
ビ
料
理
︒
ど
ん
な
味
付
け
に

も
相
性
が
良
い
殻
な
し
エ
ビ
に
特
製

ソ
ー
ス
を
絡
め
た
一
品
で
︑
口
に
入

れ
る
と
エ
ビ
の
旨
み
が
広
が
り
ま
す
︒

ミ
ャ
ン
マ
ー
風
茶
葉
サ
ラ
ダ
も
忘

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
︒
茶
葉
を
ソ
ー

ス
に
し
て
野
菜
や
ナ
ッ
ツ
と
贅
沢
に

混
ぜ
た
こ
の
サ
ラ
ダ
は
︑
濃
厚
か
つ

新
鮮
な
味
と
香
り
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が

楽
し
め
ま
す
︒

6. テーブルに置かれた各国の紙幣を背景に、エキゾチックなイスラム料理を提供する昆明園。（写真・朱寬元）

6
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こ
の
2
軒
の
お
店
は
︑
そ
の
確
か
な

実
績
を
示
す
2
つ
の
共
通
点
が
あ
り

ま
す
︒
一
つ
は
ど
ち
ら
も
60
年
以
上

続
く
お
店
で
あ
る
こ
と
︑
も
う
一
つ

は
地
元
メ
デ
ィ
ア
が
そ
の
伝
統
料
理

を
称
賛
し
て
い
る
こ
と
で
す
︒

清
真
黄
牛
肉
麺
館
の
お
す
す
め
は

煮
込
み
牛
肉
麺
︒
食
べ
や
す
い
大
き

さ
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
牛
肉
︑
太
く
て

歯
ご
た
え
が
あ
る
麺
は
︑
噛
み
し
め

る
た
び
に
美
味
し
さ
が
広
が
り
ま
す
︒

ま
た
︑
ス
ー
プ
に
は
12
種
類
の
漢
方

7 . 清真黄牛肉麺館の紅焼（ホンシャオ）牛肉麺は、柔らかい
牛肉、もちもちとした歯ごたえのある麺、そして濃厚で風味
豊かな紅焼スープが特徴です。（写真・朱寬元）│ 8. 張家清
真黄牛肉麺館は質素な外観をしていますが、グルメな人たち
を惹きつけているお店です。（写真・朱寬元）

8

が
使
わ
れ
て
い
る
た
め
︑
独
特
で
奥

の
深
い
味
わ
い
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

張
家
清
真
黄
牛
肉
麺
館
も
同
様
に

牛
肉
麺
が
お
す
す
め
︒
牛
肉
の
美
味

し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
︑
細
麺
を

使
用
し
て
い
る
の
で
他
店
と
は
違
っ

た
味
わ
い
が
楽
し
め
ま
す
︒
加
え

て
︑
ス
ー
プ
に
は
ス
パ
イ
ス
の
風
味

に
甘
味
が
加
わ
っ
て
い
る
の
で
︑
食

後
の
満
足
感
も
違
っ
た
も
の
に
な

り
ま
す
︒

7
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9. インドネシア街はインドネシアの文化を知れるだけでなく、本格的な料理も食べられる場所です。（写真・朱寬元）

9

印
尼
街
：             

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理

多
く
の
国
際
都
市
に
あ
る
チ
ャ
イ

ナ
タ
ウ
ン
と
同
様
に
︑
大
都
市
に
は

海
外
か
ら
の
移
住
者
が
一
時
的
な
故

郷
と
し
て
開
発
し
た
街
が
あ
り
ま
す
︒

そ
こ
に
は
彼
ら
の
文
化
が
根
付
き
︑
現

地
の
人
や
観
光
客
に
と
っ
て
は
異
文

化
交
流
の
入
口
と
な
り
ま
す
︒
台
北
に

住
む
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
と
っ
て
の

一
時
的
な
故
郷
は
北
平
西
路
で
あ
り
︑

地
元
で
は
﹁
印
尼
街
︵
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
街
︶
﹂
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
︒

こ
こ
へ
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と

誇
り
高
い
東
南
ア
ジ
ア
の
国
の
街
並

み
と
言
語
︑
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
賑

や
か
な
歌
声
が
体
験
で
き
ま
す
︒
加

え
て
︑
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
の
味
と

香
り
が
独
特
な
異
国
情
緒
が
混
じ
り

合
っ
た
︑
舌
と
胃
袋
を
大
い 

に
満
足

さ
せ
る
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
り
ま
す
︒
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▶ ハラール旅行ガイド

情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
る
ほ
か
︑
お

勧
め
の
観
光
コ
ー
ス
も
紹
介
し
て
い

ま
す
︒

現
在
か
ら2023

年
12
月
ま
で
︑
台

北
市
政
府
は
地
元
企
業
と
協
力
し
︑

イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
歓
迎
す
る
﹁
マ
レ

ー
シ
ア
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
観
光
客

向
け
限
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
が
開
催
さ

れ
︑
お
土
産
や
割
引
︑
体
験
型
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
︒ 

大馬�房

�在� 內��瑞光路 251�
営業時間 11：30～ 14：30（�～日）
 17：30～ 20：30

阿里巴巴的�房

�在� 中��南�東路二� 56� 2�
営業時間 11：30～ 15：00（土～木）
 17：30～ 22：00
 17：30～ 22：00（金） 

�明園

�在� �����北路 81巷 26�
営業時間 11：30～ 14：00（月～金）
 17：30～ 21：00
 17：30～ 21：00（土）

清真黄牛肉麺館

�在� 中正��平南路 23�
営業時間 10：30～ 20：00（�～日）

張家清真黄牛肉麺館

�在� 中正��平南路 21�
営業時間 10：00～ 19：30（月～日）

こ
こ
で
ぜ
ひ
体
験
し
て
ほ
し
い
料

理
は
︑
世
界
的
に
有
名
な
ナ
シ
パ
ダ

ン
︒
た
く
さ
ん
の
ス
パ
イ
ス
を
使
用

し
た
こ
の
料
理
の
評
価
は
高
く
︑
そ

の
他
の
料
理
と
の
相
性
も
抜
群
で
す
︒

色
と
り
ど
り
の
サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
と

一
緒
に
注
文
し
て
︑
異
な
る
味
わ
い

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
︒

通
り
を
散
策
し
て
い
る
と
頻
繁
に

見
か
け
る
サ
テ
と
い
う
串
焼
き
料
理

も
外
せ
ま
せ
ん
︒
お
店
独
自
の
サ
テ

ソ
ー
ス
が
か
か
っ
た
焼
き
た
て
の
肉

と
野
菜
は
︑
塩
味
と
甘
味
の
バ
ラ
ン

ス
が
絶
妙
で
2
回
︑
3
回
と
リ
ピ
ー

ト
し
た
く
な
る
こ
と
必
至
で
す
︒

台
北

－

ム
ス
リ
ム
に

優
し
い
街

台
北
に
は
60
軒
以
上
も
の
ム
ス
リ

ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
レ
ス
ト
ラ
ン
と

宿
泊
施
設
が
存
在
し
ま
す
︒
加
え
て
︑

30
か
所
以
上
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
に
ム
サ
ッ
ラ
ー

︵
祈
祷
室
︶
ビ
デ
の
つ
い
た
ト
イ
レ

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
︒

こ
れ
ら
の
施
設
に
加
え
︑
台
北
で

は
イ
ス
ラ
ム
文
化
も
受
け
入
れ
て
い

て
︑
﹁
イ
ー
ド
・
ア
ル
＝
フ
ィ
ト
ル
﹂

を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
が
市
内
全
域
で
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
︒

台
北
観
光
サ
イ
ト(travel.taipei)

内

の
﹁
ハ
ラ
ー
ル
旅
行
ガ
イ
ド
﹂
の
コ

ー
ナ
ー
で
は
︑
モ
ス
ク
や
ム
サ
ッ
ラ

ー
︵
祈
祷
室
︶
の
場
所
な
ど
便
利
な
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多
く
の
地
域
か
ら
様
々
な
影
響
を

受
け
て
い
る
こ
と
が
台
湾
食
文
化
の

特
徴
で
す
︒ 

古
く
は
福
建
か
ら
移
民

し
た
越
族
と
閩
族
︑
20
世
紀
前
半
の

日
本
時
代
︑
国
共
内
戦
か
ら
逃
れ
た

数
百
万
人
の
人
々
が
も
た
ら
し
た
多

様
な
文
化
が
混
ざ
り
合
っ
て
い
ま
す
︒

文
化
背
景
や
言
語
も
多
様
性
に
富

ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
︑
台
湾
に
は
伝
統
的
な
旧

暦
に
関
す
る
知
識
が
広
く
伝
わ
っ
て

い
ま
す
︒
そ
の
た
め
︑
旧
暦
の
大
晦

日
は
実
家
に
帰
り
︑
運
気
を
上
げ
る

た
め
の
縁
起
の
良
い
料
理
を
用
意
し

ま
す
︒
例
え
ば
︑
﹁
年
年
有
餘
︵
今

年
も
裕
福
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
︶
﹂

と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
た
魚
料
理

や
﹁
招
財
進
宝
︵
財
を
招
く
︶
﹂
と

い
う
意
味
の
元
宝
の
形
を
し
た
餃
子
︑

﹁
年
年
高
升
︵
年
々
昇
進
し
ま
す
よ

う
に
︶
﹂
と
い
う
意
味
を
込
め
た
餅

菓
子
の
年
糕
︑
﹁
團
圓
︵
家
族
団
ら

ん
︶
﹂
を
象
徴
す
る
火
鍋
な
ど
が
あ

り
ま
す
︒

こ
れ
ら
の
料
理
は
︑
基
本
と
な
る
材

料
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
︑
各
家
族

の
文
化
的
背
景
が
見
え
て
き
ま
す
︒

こ
こ
で
は
︑
一
年
で
最
も
重
要
な
台
湾

の
旧
暦
大
晦
日
に
食
べ
ら
れ
る
料
理
の

数
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒

魚
料
理
：
年
年
有
餘

台
湾
の
人
々
は
新
年
に
﹁
年
年
有
餘

︵
ニ
ェ
ン
ニ
ェ
ン
ヨ
ウ
ユ
ー
︶
﹂
と
言

っ
て
︑
裕
福
に
な
れ
る
よ
う
願
い
ま

す
︒
中
国
語
で
は
﹁
有
餘
︵
余
剰
に
あ

る
︶
﹂
と
﹁
有
魚
︵
魚
が
あ
る
︶
﹂
の

発
音
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
魚
料
理

は
運
気
を
上
げ
る
も
の
と
し
て
欠
か
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
︒
ま
た
︑
魚
料
理

は
﹁
有
余
﹂
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め

に
完
食
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
︒

魚
料
理
を
お
店
で
食
べ
る
場
合
は
︑

ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
ビ
ブ
グ
ル
マ
ン
や
人
々

か
ら
の
評
価
が
高
い
﹁
栄
栄
園
﹂
が
お

す
す
め
で
す
︒
江
蘇
料
理
と
浙
江
料
理

1

台
湾
の
大
晦
日
の
晩
餐
：    

縁
起
の
良
い
年
越
し
料
理

� 
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の
風
味
が
漂
う
馬
頭
魚
︵
ア
マ
ダ
イ
︶

の
焼
豆
腐
が
名
物
料
理
で
す
︒
他
に

も
︑
長
い
歴
史
を
誇
る
老
舗
﹁
億
長
御

坊
﹂
の
蔥
㸆
鯽
魚
︵
フ
ナ
の
甘
露
煮
︶

は
︑
ほ
の
か
な
甘
さ
で
子
供
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
ま
す
︒

よ
り
高
級
な
味
わ
い
を
求
め
る
の
で

あ
れ
ば
︑
﹁
新
東
南
海
鮮
餐
庁
﹂
の
ハ

タ
や
マ
ー
ブ
ル
ゴ
ビ
ー
の
蒸
し
焼
き
も

評
価
が
高
い
の
で
お
す
す
め
で
す
︒
伝

統
に
対
し
て
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
な
若

い
家
族
は
︑
﹁
上
引
水
產
﹂
か
ら
新
鮮

な
刺
身
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
︑
食
卓
に

爽
や
か
で
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
要
素
を

加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

餃
子
：
招
財
進
宝

餃
子
の
形
は
古
代
中
国
の
通
貨
で
あ

る
﹁
元
宝
﹂
と
形
が
似
て
い
ま
す
︒
そ

の
た
め
︑
旧
正
月
の
期
間
は
繁
栄
の
象

徴
と
し
て
人
気
が
高
く
︑ 

大
晦
日
に
餃

子
を
食
べ
る
こ
と
で
︑
お
金
持
ち
に
な

1.旧正月の大晦日に家族全員が集まりともに夕食を食べることで、円卓
の中央にはしばしば鍋が置かれています。（写真・金蓬莱遵古台菜）│2.餃
子の形は古代中国の通貨「元宝」の形と似ているため、大晦日に餃子を食
べることで、「来年はお金持ちになれますように」という意味があります。
（写真・水晶安蹄）│ 3-4.「豊かな収穫」を象徴する魚料理は欠かせませ
ん。現代の家族は、味の対比のために刺身を選ぶことがあります（左・郭
一村；右・Stanley Wang) 3

4
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る
こ
と
を
願
い
ま
す
︒
台
湾
各
地
の
有

名
な
餃
子
屋
は
︑
正
月
当
日
ま
で
毎
日

長
蛇
の
列
が
で
き
ま
す
︒

蔡
英
文
総
統
の
好
物
と
言
わ
れ
て
い

る
﹁
巧
之
味
﹂
の
ホ
タ
テ
餃
子
や
︑
庶

民
的
な
具
材
や
調
味
料
が
使
わ
れ
た

﹁
阿
玉
水
餃
﹂
の
冷
凍
餃
子
な
ど
は
そ

の
最
た
る
例
と
言
え
ま
す
︒
も
し
家
族

と
一
緒
に
年
を
越
せ
な
い
場
合
︑
こ
れ

ら
の
簡
単
で
作
り
や
す
く
︑
美
味
し
い

餃
子
は
︑
歓
迎
さ
れ
る
儀
式
感
を
も
た

ら
す
こ
と
で
し
ょ
う
︒

佛
跳
牆
：
幸
福
、
長

寿
、
健
康

台
湾
の
高
級
ス
ー
プ
﹁
佛
跳
牆
﹂
に

は
高
級
イ
カ
や
冬
タ
ケ
ノ
コ
︑
鶏
肉
︑

ハ
ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
が
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
︒
料
理
名
の
由
来
は
そ
の

美
味
し
い
そ
う
な
香
り
に
︑
仏
陀
で
す

ら
お
寺
の
塀
を
登
っ
て
食
べ
に
行
っ
て

し
ま
う
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒

ス
ー
プ
に
入
れ
る
具
材
は
そ
れ
ぞ
れ

別
々
に
調
理
を
す
る
必
要
が
あ
り
︑
そ

の
複
雑
な
手
順
か
ら
現
代
で
は
﹁
金
蓬

莱
遵
古
台
菜
﹂
な
ど
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

注
文
を
す
る
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
て

い
ま
す
︒
こ
ち
ら
の
お
店
は
ミ
シ
ュ
ラ

ン
の
星
を
獲
得
し
て
い
る
の
で
︑
遅
く

と
も
2
週
間
前
ま
で
に
は
予
約
を
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

年
糕
：
年
年
高
升

伝
統
的
な
市
場
で
は
年
糕
︵
ニ
エ
ン

ガ
オ
︶
や
蘿
蔔
糕
︵
ル
ォ
ボ
ー
ガ
オ
︶

な
ど
の
点
心
が
並
び
ま
す
︒
中
国
語

で
は
﹁
糕
﹂
と
﹁
高
︵
高
ま
る
︶
﹂
が

同
じ
﹁
ガ
オ
﹂
と
い
う
発
音
に
な
る
の

で
︑
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

各
家
庭
に
よ
っ
て
好
み
の
味
が
あ
り
︑

た
と
え
人
気
店
で
並
ぶ
必
要
が
あ
っ
て

も
妥
協
は
し
ま
せ
ん
︒

5. 様々な高級食材が使用される「佛跳牆」の名前は、仏
陀ですらその香りに耐えられずお寺の塀を登って食べに
行ってしまうことが由来とされています。（写真・金蓬
莱遵古台菜）

6
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蘿
蔔
糕
は
大
根
餅
の
こ
と
で
︑
特

に
東
門
市
場
に
あ
る
﹁
興
記
﹂
︑
萬

華
区
三
水
街
に
あ
る
﹁
紅
亀
伯
﹂
と

い
っ
た
お
店
が
人
気
で
す
︒
年
糕
は

台
湾
の
人
々
の
間
で
は
︑
﹁
年
年
高

升
︵
ニ
ェ
ン
ニ
ェ
ン
ガ
オ
シ
ェ
ン
︶
﹂

と
言
っ
て
︑
仕
事
や
物
事
が
年
々
良

く
な
る
と
い
う
言
葉
と
似
た
発
音
が

入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
縁
起
が
良
い

と
さ
れ
︑
一
般
家
庭
で
も
作
ら
れ
ま

す
︒
特
に
大
晦
日
に
手
作
り
の
年
糕

の
写
真
を
S
N
S
で
ア
ッ
プ
す
れ

ば
︑
た
く
さ
ん
の
﹁
い
い
ね
！
﹂
が

得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
︒

カ
ラ
ス
ミ

：
子
孫
と

家
族
の
繁
栄

冬
に
な
る
と
ボ
ラ
は
産
卵
の
た
め

に
台
湾
南
部
へ
移
動
し
ま
す
︒
カ
ラ

ス
ミ
は
卵
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
ボ

ラ
の
卵
巣
を
�
週
間
天
日
干
し
し
た

食
品
で
す
︒
こ
う
す
る
こ
と
で
︑
カ

ラ
ス
ノ
エ
子
の
味
わ
い
は
濃
厚
で
︑

食
感
も
十
分
で
す
︒

養
殖
カ
ラ
ス
ミ
も
市
販
さ
れ
て
は

い
ま
す
が
︑
天
然
の
方
が
品
質
が
高

く
貴
重
な
の
で
︑
ち
ょ
っ
と
し
た
贅

沢
品
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
︒
そ

の
た
め
︑
日
常
的
に
食
べ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑
旧
正
月
を
祝
う

際
に
は
カ
ラ
ス
ミ
を
盛
大
に
皿
に
盛

り
つ
け
ま
す
︒
卵
が
た
く
さ
ん
入
っ

た
カ
ラ
ス
ミ
を
食
べ
る
こ
と
で
︑
子

孫
の
繁
栄
︑
ひ
い
て
は
家
庭
の
繁
栄

に
つ
な
が
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
︒

調
理
法
は
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
で
︑

カ
ッ
ト
し
た
カ
ラ
ス
ミ
を
フ
ラ
イ
パ

ン
や
直
火
で
軽
く
焼
く
だ
け
︒
注
意

す
べ
き
点
は
︑
中
心
部
の
し
っ
と
り

と
し
た
食
感
を
保
つ
こ
と
で
す
︒
ス

ラ
イ
ス
し
た
大
根
や
ニ
ン
ニ
ク
︑
あ

る
い
は
リ
ン
ゴ
を
添
え
る
と
︑ 

口
の

中
に
香
り
が
広
が
り
贅
沢
な
味
覚
が

楽
し
め
ま
す
︒

6-7. 中国語では「糕」と「高（高まる）」の発音が同じなので、
大晦日に年糕を食べることで、「年々昇進しますように」とい
う願いが込められています。（写真・采緹油飯）│ 8. カラスミ
の皿は、家族が繁栄し、子孫が多いことを意味します。（写真
・許育華）

7
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台
湾
の
人
々
は
旧
正
月
を
迎
え
る

前
に
大
稲
埕
の
迪
化
街
に
行
き
︑
﹁
台

北
年
貨
大
街
﹂
で
カ
ラ
ス
ミ
や
新
年

の
お
供
物
な
ど
を
買
い
ま
す
︒
海
外

の
観
光
客
で
あ
っ
て
も
︑
し
ば
し
ば

店
舗
で
無
料
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
提

供
さ
れ
て
い
る
カ
ラ
ス
ミ
の
一
片
に

引
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒
こ
れ

は
台
湾
の
食
卓
で
最
も
美
味
し
い
伝

統
的
な
島
の
美
食
の
一
つ
で
す
︒

9-10. 大稲埕の迪化街では、台北で最も有名な台北新年祭りの一つ「台北年貨大街」が開催されています。通り沿いの屋台では無料の試食が提
供され、訪れる人々を魅了しています。（上・黃虹綺；下・台北市観光��局）

9
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鍋
の
ス
ー
プ
は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で

き
ま
す
︒
中
で
も
若
者
に
人
気
の
麻

辣
鍋
が
食
べ
ら
れ
る
﹁
鼎
旺
麻
辣
鍋
﹂

に
は
多
く
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
︑
こ

の
お
店
の
ス
ー
プ
と
市
場
で
買
っ
た

肉
や
野
菜
を
持
ち
帰
り
ま
す
︒
他
に

も
南
門
市
場
に
あ
る
﹁
南
門
魚
丸
店
﹂

の
卵
餃
子
も
鍋
の
具
材
と
し
て
人
気

が
あ
り
︑
旧
正
月
シ
ー
ズ
ン
に
は
整

理
券
が
配
ら
れ
る
ほ
ど
長
蛇
の
列
が

で
き
ま
す
︒

旧
正
月
の
本
質
は
家
族
団
ら
ん
で

あ
り
︑
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
縁
起
の

良
い
料
理
の
数
々
が
離
れ
て
暮
ら
す

家
族
を
呼
び
戻
し
ま
す
︒
大
晦
日
に

家
族
で
美
味
し
い
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
︑
夜
遅
く
ま
で
会
話
を
す
る
様
子

は
︑
幸
せ
に
満
ち
た
新
年
が
訪
れ
る

こ
と
の
象
徴
な
の
で
す
︒ 

火
鍋
：
家
族
団
ら
ん

西
洋
社
会
で
は
重
要
な
食
事
は
長

い
食
卓
を
大
勢
で
囲
み
ま
す
が
︑
台

湾
の
場
合
は
円
卓
で
あ
り
︑
中
心
に

は
メ
イ
ン
と
な
る
料
理
が
置
か
れ
ま

す
︒
大
晦
日
の
夕
食
の
場
合
は
火
鍋

が
メ
イ
ン
と
な
り
︑
円
卓
の
上
に
丸

い
鍋
︑
ス
ー
プ
の
入
っ
た
丸
い
お
椀

が
並
び
ま
す
︒
中
国
語
で
は
﹁
團
圓

︵
円
が
集
ま
る
︶
﹂
と
書
い
て
団
ら

ん
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
︒
家
族

が
円
卓
の
上
の
鍋
を
囲
む
こ
と
で
新

年
も
家
庭
円
満
で
あ
る
こ
と
を
願
う

の
で
す
︒

鍋
の
食
べ
方
は
い
く
つ
か
あ
り
︑

す
で
に
具
材
が
煮
え
た
状
態
の
鍋
を

出
し
た
り
︑
生
の
食
材
を
出
し
て
各

自
で
煮
た
り
し
ま
す
︒
い
ず
れ
に
し

て
も
新
年
の
お
祝
い
な
の
で
︑
豪
華

に
見
え
る
よ
う
た
く
さ
ん
の
食
材
を

用
意
し
︑
﹁
有
�
﹂
で
あ
る
こ
と
を

表
現
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
︒

11. ホットポットはさまざまな形を取ることができます。特に若い世代の間でスパイシーなホットポットが特に人気です。（写真・April Chen）
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手
使
い
人
形
を
つ
か
っ
た
人
形
劇

︵
布
袋
劇
︶
は
︑
台
湾
の
伝
統
芸
能
で

あ
り
︑
観
客
の
変
化
に
合
わ
せ
て
現
代

化
さ
れ
た
数
少
な
い
郷
土
芸
能
の
ひ
と

つ
で
す
︒
今
日
で
は
伝
統
と
現
代
性
が

共
存
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
︒
か

つ
て
の
人
形
劇
は
神
々
や
人
々
の
た
め

に
上
演
さ
れ
ま
し
た
が
︑
人
形
を
使
っ

た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
は
今
も
世
代
を
超
え

て
愛
さ
れ
て
い
ま
す
︒
台
湾
の
人
形
劇

は
︑
熱
心
な
人
形
の
操
者
や
保
存
活
動

家
を
は
じ
め
︑
世
界
的
な
関
心
を
集
め

て
い
ま
す
︒

ロ
ビ
ン
・
ル
イ
ゼ
ン
ダ
ー
ル
氏
も

そ
の
文
化
に
魅
了
さ
れ
た
操
者
の
一

人
で
す
︒
オ
ラ
ン
ダ
出
身
︑
台
湾
在

住
33
年
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
中
国
学
の

博
士
ロ
ビ
ン
・
ル
イ
ゼ
ン
ダ
ー
ル
は
︑

昔
は
台
原
ア
ジ
ア
人
形
�
博
物
館
館

長
で
︑1997

年
台
原
芸
術
文
化
基
金

会
の
林
�
甫
氏
と
協
力
し
︑
台
原
人
形

劇
団
を
成
立
し
た
︒
博
物
館
は2020

年
に
閉
館
し
た
︒
そ
の
あ
と
︑
林
氏

は
国
立
台
湾
博
物
館
に
人
形
劇
関
連

の
作
品
を
一
万
点
以
上
寄
付
し
た
︒

ロ
ビ
ン
氏
は
台
湾
人
形
劇
普
及
へ

の
多
大
な
貢
献
に
よ
り
︑
台
北
市
の

名
誉
市
民
と
な
り
︑2019

年
に
は
台

湾
・
フ
ラ
ン
ス
文
化
賞
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
︒

現
在
で
は
台
湾
︑
日
本
︑
マ
レ
ー
シ

ア
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
花
蓮
に
あ

る
国
立
東
華
大
学
で
講
義
を
す
る
か

た
わ
ら
︑
国
立
台
湾
博
物
館
に
収
蔵

さ
れ
る
林
博
士
の
蒐
集
品
の
研
究
を

A DAY IN THE LIFE

1. ロビン氏は台湾の人形劇に人生を捧
げてきました。│ 2-3. ロビン氏が『マ
ルコ・ポーロ』の人形を紹介している
様子。この劇はロビン氏と台湾の国宝
級のあやつり人形師、陳錫煌氏が共同
企画したものです。言語はイタリア語
と閩南語を使用しており、伝統と革新
を組み合わせた新古典的な演劇となっ
ています。

台
湾
の
伝
統
人
形
劇
の
保
全
、

ロ
ビ
ン
・
ル
イ
ゼ
ン
ダ
ー
ル

� 

ジ
ェ
ナ
・
リ
ン
・
コ
ー
デ
ィ 

�
� 

下
山
�
� 

�
� 

Sam
il Kao

1
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A DAY IN THE LIFE

続
け
︑
展
覧
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
︒

台
湾
で
の
暮
ら
し

ロ
ビ
ン
氏
は
台
湾
に
移
住
す
る
ま

で
の
数
年
間
を
中
国
で
過
ご
し
︑
主

に
中
国
南
部
の
人
形
劇
と
︑1920
年

代
以
降
の
中
国
に
お
け
る
宗
教
的
・

社
会
的
変
化
と
の
関
連
に
着
目
し
た

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
︒

﹁1991

年
に
台
湾
へ
渡
っ
て
か
ら

は
︑
中
国
と
は
対
照
的
な
台
湾
の
暮

ら
し
を
満
喫
し
ま
し
た
︒
中
国
社
会

を
研
究
者
か
ら
見
て
︑
台
湾
社
会
は

宗
教
や
社
会
関
係
を
含
め
︑
元
来
の

生
活
様
式
を
よ
り
多
く
保
っ
て
い
ま

す
︒
実
に
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
体
験

で
あ
り
︑
こ
こ
が
と
て
も
気
に
入
り

ま
し
た
﹂
と
ロ
ビ
ン
氏
︒

政
治
︑
文
化
︑
人
形
劇
芸
術
の
交
わ

り
に
つ
い
て
︑
ロ
ビ
ン
氏
は
﹁
中
国
文

化
に
お
い
て
︑
祖
先
崇
拝
や
地
域
の
寺

院
を
中
心
と
し
た
宗
教
生
活
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
﹂
と
指
摘
し
ま
す
︒
長
江
以

北
で
は
︑
中
国
共
産
党
が
こ
の
重
要
な

文
化
を
根
絶
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
︒

﹁
そ
れ
は
人
生
に
お
け
る
あ
る
種
の
道

徳
的
な
羅
針
盤
で
し
た
が
︑
私
に
言
わ

せ
れ
ば
︑
ま
と
も
に
機
能
し
な
い
共
産

主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
取
っ
て
代
わ

ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
﹂
︒

台
湾
の
人
形
劇
文
化

ロ
ビ
ン
氏
に
よ
れ
ば
︑
人
形
劇
は

﹁
民
衆
芸
術
﹂
で
す
︒
こ
れ
は
台
湾
で

最
も
一
般
的
な
現
代
演
劇
と
伝
統
演
劇

の
形
態
で
あ
り
︑
現
在
は
約
2
0
0

の
劇
団
が
活
動
し
て
い
ま
す
︒

伝
統
の
観
点
か
ら
見
て
︑
そ
の
根

強
い
人
気
の
理
由
の
一
つ
に
︑
こ
の

民
衆
芸
術
が
民
衆
の
た
め
だ
け
で
な

く
神
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う

事
実
が
あ
り
ま
す
︒
人
形
劇
は
︑
観

客
に
向
け
た
出
し
物
と
い
う
よ
り
も

神
へ
の
奉
納
芝
居
と
し
て
︑
台
湾
各

地
の
寺
院
で
上
演
さ
れ
ま
す
︒
実
際
︑

観
客
が
ま
っ
た
く
い
な
い
状
態
で
上

演
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

寺
院
の
演
目
に
は
︑
宗
教
的
な
前
奏

曲
︑
地
域
社
会
や
神
々
の
祝
福
な
ど
︑

特
定
の
要
素
が
含
ま
れ
ま
す
︒
世
俗
的

な
演
目
で
も
︑
似
た
よ
う
な
物
語
を

た
ど
り
︑
神
や
仏
な
ど
宗
教
的
な
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
︒
で
す
が
そ
こ
に
は
︑
﹁
地

域
社
会
と
の
宗
教
的
関
係
が
欠
け
て

い
ま
す
﹂
と
ロ
ビ
ン
氏
は
言
い
ま
す
︒

実
際
︑
人
形
劇
の
演
目
に
お
い
て
︑

様
々
な
物
語
や
場
面
に
使
わ
れ
る
典
型

的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
︑
神
々
に
は
喜

ば
れ
ま
す
が
︑
必
ず
し
も
一
般
大
衆
も

そ
う
で
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
︒
﹁
脫

衣
舞
︵
ス
ト
リ
ッ
プ
シ
ョ
ー
︶
﹂
と
い

う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
︑
演
目
の
中
で
服

を
脱
ぐ
シ
ー
ン
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑
通

23
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常
の
人
形
に
は
な
い
胴
体
部
分
も
再
現

さ
れ
て
い
ま
す
︒

﹁
神
々
の
嗜
好
は
人
間
的
な
の
で

す
﹂
と
ロ
ビ
ン
氏
は
説
明
し
ま
す
︒

宗
教
的
な
演
目
で
も
世
俗
的
な
演
目

で
も
人
気
が
あ
る
の
は
﹁
笑
生
﹂
と
い

う
コ
ミ
カ
ル
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
︒

ロ
ビ
ン
氏
に
よ
れ
ば
︑
﹁
こ
の
キ
ャ
ラ

は
金
持
ち
の
子
供
で
︑
愚
か
な
振
る
舞

い
を
し
︑
女
性
か
ら
は
モ
テ
ず
︑
下
流

階
級
の
人
に
は
意
地
悪
で
︑
上
流
階
級

の
人
に
は
へ
つ
ら
い
ま
す
︒
日
和
見
主

義
の
小
賢
し
い
や
つ
で
す
が
︑
と
て
も

面
白
い
﹂
と
の
こ
と
で
す
︒

ま
た
︑
男
性
︑
女
性
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
も
存
在
し
ま
す
︒
例
え
ば
︑
科
挙
の

試
験
を
卒
業
し
た
男
と
︑
美
し
く
辛
抱

強
い
が
︑
苦
労
を
し
て
い
る
そ
の
妻
な

ど
で
す
︒
ロ
ビ
ン
氏
に
よ
れ
ば
︑
﹁
こ

れ
は
中
国
文
化
に
お
け
る
役
割
の
よ
う

な
も
の
で
︑
男
性
と
し
て
︑
女
性
と
し

て
い
か
に
振
る
舞
う
べ
き
か
︑
そ
し

4-5. ロビン氏が人形の顔の変遷を紹介している様子。韓国の K-POPの影響により、人形の顔も以前よりほっそりした形に変わってきています。

て
伝
統
的
な
中
国
社
会
の
特
色
を
丸
ご

と
︑
下
品
な
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
表
現

し
て
い
る
﹂
と
説
明
し
ま
す
︒ 

台
湾
に
お
け
る
人
形

劇
の
観
察
と
実
践

台
湾
は
人
形
文
化
の
保
全
に
お
い
て

重
要
な
存
在
で
す
︒
﹁
台
湾
が
他
国
と

異
な
る
の
は
︑1960

年
代
以
来
︑
人
形

劇
の
テ
レ
ビ
シ
リ
ー
ズ
︑
映
画
が
続
い

て
い
る
こ
と
で
す
︒
台
湾
は
コ
ン
ビ
ニ

で
人
形
劇
のD

VD

が
買
え
る
唯
一
の
場

所
な
の
で
す
﹂
︒

台
湾
の
人
形
劇
は
ご
く
自
然
に
発
展

し
て
き
ま
し
た
︒
そ
れ
か
ら
日
本
映
画
や

ア
メ
リ
カ
映
画
の
影
響
を
受
け
︑
ロ
ビ
ン

氏
が
言
う
と
こ
ろ
の
﹁
非
常
に
ポ
ス
ト
モ

ダ
ン
な
演
劇
﹂
が
生
ま
れ
ま
し
た
︒ 

ロ
ビ
ン
氏
は
さ
ら
に
こ
う
続
け
ま

す
︒
﹁
1
9
5
0

～1960

年
代
に

は
︑
舞
台
上
で
は
ほ
ぼ
な
ん
で
も
あ
り

と
い
う
︑
非
常
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

時
代
が
あ
り
ま
し
た
︒
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
楽
曲
や
﹃
ハ
ワ
イ
・
フ
ァ
イ
ブ
・

オ
ー
﹄
の
テ
ー
マ
が
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
﹂
︒

台
湾
に
お
け
る
手
使
い
人
形
の
姿

も
ま
た
︑
長
い
年
月
を
経
る
う
ち
に

大
き
な
変
化
を
遂
げ
ま
し
た
︒
か
つ

て
は
彫
刻
さ
れ
た
小
さ
な
頭
が
当
た

り
前
で
あ
り
︑
小
さ
な
目
が
美
し
さ

の
基
準
の
一
つ
で
し
た
︒
最
近
の
人

形
に
は
︑
目
が
大
き
く
て
顎
が
細
い
︑

K-

P
O
P
ス
タ
ー
の
よ
う
な
見
た
目

の
も
の
が
増
え
て
い
ま
す
︒

1950

年
代
か
ら1960

年
代
に
か
け

て
︑
台
湾
式
人
形
劇
は
多
く
の
芸
術

的
進
路
を
開
拓
し
︑
そ
の
歴
史
は
大

き
く
発
展
し
ま
し
た
︒
﹁
非
常
に
奇

妙
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
人
形
が
作
ら

れ
て
い
ま
し
た
し
︑
現
在
も
作
ら
れ

て
い
ま
す
﹂
と
話
す
ロ
ビ
ン
氏
︒

オ
ラ
ン
ダ
で
演
劇
を
学
び
︑
若
く
し

て
国
を
出
た
彼
の
関
心
は
︑
長
年
住
ん

45
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6. 『台北古城』は台南市設立 400年記念式典で上演されます。

6

で
い
る
台
湾
の
人
形
劇
の
芸
術
を
守
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
︒
も
と
も
と
人
形
劇

を
学
ぼ
う
と
思
っ
た
の
は
︑
﹁
音
楽
︑

彫
刻
︑
刺
繍
に
関
連
し
て
い
て
︑
誰
も

知
ら
な
か
っ
た
草
の
根
的
な
も
の
を
勉

強
し
た
か
っ
た
か
ら
﹂
だ
そ
う
で
す
︒

台
湾
に
お
い
て
は
外
国
人
で
あ
る
こ

と
は
﹁
異
質
﹂
で
す
が
︑
長
年
住
ん
で

い
る
と
そ
れ
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
ロ
ビ
ン
氏
は
言
い
ま
す
︒
彼

は
︑
こ
の
よ
う
に
順
応
す
る
こ
と
が
難

し
い
と
感
じ
る
人
が
い
る
こ
と
も
理
解

し
て
い
ま
す
︒

台
湾
で
の
30
年
間
︑
ロ
ビ
ン
氏
は
台

北
市
中
山
堂
︑
国
家
両
庁
院
︑
西
門
紅

楼
な
ど
︑
国
内
の
ほ
ぼ
全
て
の
著
名
な

会
場
で
公
演
を
行
っ
て
き
ま
し
た
︒

他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
え
︑
彼
が

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
︑
来
年
の
台
南

市
設
立400

年
記
念
式
典
の
た
め
の
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
演
劇
は
︑
台
南
の
赤
崁

楼
と
台
北
で
上
演
さ
れ
る
予
定
で
す
︒

グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
衆

を
目
指
し
て

ロ
ビ
ン
氏
は
台
湾
国
外
に
お
い
て
も
︑

台
湾
人
形
劇
を
海
外
の
観
衆
に
紹
介
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
多
く
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
︒
マ
レ
ー

シ
ア
で
は
ペ
ナ
ン
に
小
さ
な
美
術
館
を

設
計
し
︑
日
本
で
は
大
阪
で
伝
統
芸
能

ー
伝
統
芸
能
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
育
成

す
る
た
め
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
し
て
い
ま
す
︒

国
際
的
に
人
気
を
集
め
た
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
と
し
て
︑
ロ
ビ
ン
氏
は
日

本
統
治
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
台
北

の
物
語
を
描
い
た2000

年
代
の
作
品

﹃
台
北
古
城
﹄
を
挙
げ
て
い
ま
す
︒
注

目
す
べ
き
は
︑
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

全
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
い
う
点
で
す
︒

こ
の
シ
ョ
ー
は
す
で
に
上
演
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
︑
人
形
劇
に
興
味
の
あ
る

人
は
︑
2
0
2
4 

年 

4 

月
の
台
南
市

設
立400

年
記
念
式
典
に
向
け
て
あ
ら

か
じ
め
計
画
を
立
て
て
お
く
と
よ
い
で

し
ょ
う
︒

現
在
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い

る
と
は
い
え
︑
台
湾
の
人
形
劇
は
︑

世
界
の
観
衆
を
魅
了
す
る
大
き
な
可

能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
︒
ア
ジ
ア
で

は
伝
統
的
な
人
形
劇
の
娯
楽
と
し
て

の
価
値
は
下
落
傾
向
に
あ
り
ま
す
︒

人
形
劇
に
参
加
す
る
多
く
の
子
供
は
︑

﹁
手
使
い
人
形
劇
は
一
度
見
た
か
ら
︑

も
う
見
な
く
て
い
い
﹂
と
感
じ
る
の

で
は
な
い
か
︑
と
ロ
ビ
ン
氏
は
考
え

て
い
ま
す
︒
娯
楽
と
し
て
の
機
能
を

維
持
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
の

で
す
︒

そ
の
た
め
台
湾
や
ア
ジ
ア
全
域
で

の
保
全
活
動
が
不
可
欠
で
す
が
︑
世

界
的
な
関
心
も
ま
た
重
要
で
あ
り
︑

そ
れ
が
ロ
ビ
ン
氏
の
熱
心
な
取
り
組

み
の
原
動
力
な
の
で
す
︒ 



旅のお役立ち情報
T R AV E L  I N FO

バス情報

大人：現金、EasyCard いずれも 1 区間ごとに 15 元
学生：現金は 1 区間ごとに 15 元、EasyCard の場合は 1 区間ごとに 12 元 
            ( 学生証の提示が必要 )
身長 115cm 未満あるいは満 6 歳の小人 ：身分証がある場合は無料

乗車運賃： バスの路線情報：

Taipei eBus
ebus.gov.taipei

YouBike は台北市の公共レンタサイクルで、EasyCard やクレジットカードでレンタルが可能です。利用料金は 30 分ごとに発生し、レンタル時間の長さに
よって変動します。詳細は以下を参照してください。

YouBike のレンタル会員になりたい方は、こちらのページよりご登録ください：youbike.com.tw/region/taipei/register/

YouBike 情報

30 分以內

5 元

30 分 〜 4 時間以内

30分ごとに 10 元

4 時間 〜 8 時間以内

30分ごとに 20 元

8 時間以上

30分ごとに 40 元

EasyCard iPASS

チャージするだけで MRT( 都市交通システム ) など公共交通機関やコンビニエンスストア、特約
商店での小額決済ができます。レンタサイクルの YouBike にも使えます。購入は MRT やコンビ
ニなどの取扱店で。

電子マネー：

切符：

NT$150 
MRT 1 デイパス

NT$180 
24時間パス

NT$280 
48時間パス

NT$380 
72 時間パス

営業時間：06:00 ～ 24:00　　24 時間お客様専用ダイヤル：(02)218-12345台北 MRT

北北基おもしろカードには 4 つの
種類があります。利用できる種
類 : 無限周遊カード ( 観光スポッ

ト + 交通機関乗り放題 )、観光ス
ポット周遊カード ( 観光スポット 
+ EasyCard)、定番スポット版 ( 観
光スポット 2 箇所 + EasyCard)、
と交通周遊カード ( 交通機関乗り
放題 )。有効期間内であれば、台
北市、新北市、基隆市、桃園市を
訪れることができます。

北北基おもしろカード

旅のインフォメーション

交通部観光署 24 時間対応、無料の旅行情報ホットライン :  0800-011-765
外国人在台生活相談 : 1990
台北市民ホットライン : 1999（市外 02-2720-8889）
台北トラベルネット : travel.taipei/ja 	
(中、英、日、韓、タイ語、インドネシア語、ベトナム語、スペイン語による市内観光情報) 台北市ダブルデク観光バス

TEL: (02)8791-6557 EXT. 30

IC トークン ( 片道切符 )
NT$20 ～ 65 

無限周遊カード
有効期間は	

1 日券 /2 日券 /3 日券
NT$1,200/1,600/1,900 元 

観光スポット
周遊カード

2 日券 /3 日券 /4 日券
NT$650/850/1,050 元

定番スポット版
台北 101 ＋
国立故宮博物院
14 日間有効
NT$950 元

交通周遊カード 
有効期間は	
1 日券 /2 日券
3 日券 /5 日券 	

猫空ロープウェー 1 日券 
NT$180/310/440/700/350 元






